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開議 午前１０時００分 

 

○事務局長（庄野勝政君） 御起立願います。 

 おはようございます。 

 町民憲章を斉唱いたします。 

 一つ、みんなで力を合わせ、ひろく産業をおこし、豊かな町を育てましょう。 

 一つ、みんなで教養を深め、たくましい心と体をつくり、北方文化のかおり高い町を

育てましょう。 

 一つ、たがいにむつみ、助けあい、だれもが生きがいをもてる、あたたかい町を育て

ましょう。 

 一つ、たがいにきまりを守り、よい習慣をつくり、平和で明るい町を育てましょう。 

 一つ、恵まれた自然を生かし、住みよい環境をつくり、美しい町を育てましょう。 

 お座りください。 

 

──────────────────────────────────── 

◎開会宣告 

──────────────────────────────────── 

○議長（本田 学君） ただいまから、令和３年陸別町議会３月定例会を開会します。 

 会議に先立ち、事前に申し上げます。 

 本日、町広報に使用するため、町民課広報担当職員による写真撮影を会議規則第１０

３条の規定に基づき、議長により許可しておりますので御了承願います。 

──────────────────────────────────── 

◎諸般の報告 

──────────────────────────────────── 

○議長（本田 学君） これから、諸般の報告を行います。 

 議会関係諸般の報告については、諸般報告つづりのとおりでありますので御了承願い

ます。 

──────────────────────────────────── 

◎町長行政報告 

──────────────────────────────────── 

○議長（本田 学君） 町長から、行政報告の申出があります。 

 野尻町長。 

○町長（野尻秀隆君）〔登壇〕 ２月４日、第１回臨時会以降、本日までの行政報告を

申し上げます。お手元にお配りしております書面のとおりの内容でありますが、口頭で

２件御報告いたします。 

 １件目は、２月４日開催の臨時会で報告いたしました、帯広市内で北海道が運営する
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新型コロナウイルス感染症に係る宿泊療養施設への職員の派遣についてであります。 

 先般、十勝総合振興局から２月２２日時点で十勝管内の新たな感染者の発生はなく、

宿泊療養施設の利用者もいない状態が続いていることから、２月２６日をもって市町村

職員の派遣要請を終了する旨、連絡がありましたので、３月７日から予定しておりまし

た当町職員の派遣も行わないことになりましたので御報告いたします。なお、宿泊療養

施設の開設につきましては、今後も継続されます。 

 ２件目は、表彰の伝達についてであります。 

 当町の飯尾代表監査委員が、このたび２０年以上の長きにわたり、監査委員を務めら

れてきたことに対しまして、北海道町村等監査委員協議会会長から表彰されました。 

 飯尾氏には、平成１２年１月２７日から本日まで２１年間の長きにわたり、当町の監

査委員として、財務や事業についての監査に務められてこられましたことに対して、深

く感謝を申し上げるところであり、今回の表彰に当たりましては、非常に喜ばしく、心

からお祝いを申し上げる次第であります。 

 つきましては、本日、町長室におきまして表彰状と記念品の伝達を行いましたので、

御報告いたします。 

 飯尾氏におかれましては、今後も健康に留意され、さらなる御活躍を期待するところ

であります。 

 このほか、お手元にお配りしております事業、業務、工事等の発注一覧表につきまし

ては、後ほど御覧いただきたいと思います。 

 以上で、行政報告を終わらせていただきます。 

──────────────────────────────────── 

◎教育関係行政報告 

──────────────────────────────────── 

○議長（本田 学君） 次に、教育長から教育関係行政報告の申出があります。 

 有田教育長。 

○教育長（有田勝彦君）〔登壇〕 第１回臨時会以降、本日までの主な教育関係の行政

報告につきまして、書面のとおりでありますが、書面の中から２件、口頭で１件報告い

たします。 

 まず、書面の中から２件報告いたします。 

 １件目は、陸別小学校６年生の修学旅行についてであります。 

 当初日程から２度の延期をいたしましたが、２月４日から２日間、紋別方面で実施を

いたしました。 

 ２件目は、町民スキー場の一般開放についてであります。 

 当初、２月２８日までの開設を予定しておりましたが、２月１５日、季節外れの降雨

によりまして、ゲレンデ状態の安全が維持できず、残念ながら約１週間早めの終了とさ

せていただきました。 
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 次に、口頭で１件報告いたします。新型コロナウイルス感染症対策関係であります。 

 ３月１４日開催を予定しておりました第２７回日産カップ陸別「歩くスキーの集い」

につきましては、日産試験場側との協議の結果、新型コロナウイルス感染症のため開催

が困難であるとの打診を受け、大変残念ながら昨年に引き続き中止とさせていただきま

した。 

 以上で、教育関係の主な行政報告を終わります。 

○議長（本田 学君） これで、行政報告を終わります。 

 ただいまの報告に係る一般質問の通告は、本日午後５時までに提出してください。 

──────────────────────────────────── 

◎開議宣告 

──────────────────────────────────── 

○議長（本田 学君） これより、本日の会議を開きます。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名 

──────────────────────────────────── 

○議長（本田 学君） 日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、４番谷議員、６番多胡議員を指名します。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第２ 会期の決定 

──────────────────────────────────── 

○議長（本田 学君） 日程第２ 会期の決定の件を議題にします。 

 本件については３月５日に議会運営委員会を開催し、本定例会の運営について協議し

ておりますので、委員長より報告を求めます。 

 多胡委員長。 

○６番（多胡裕司君）〔登壇〕 令和３年陸別町議会３月定例会の運営について、３月

５日に開催いたしました議会運営委員会において慎重に協議しましたので、その結果に

ついて御報告をいたします。 

 今定例会において、町長から事前に配付のありました議案は、議決案件６件、条例関

係１３件、補正予算６会計、新年度予算７会計の合わせて３２件であります。 

 議会関係では、一般質問３名、発議案１件及び委員会の閉会中の継続調査についてを

予定をしております。 

 会期につきましては、議案の件数、内容等を総合的に勘案し、協議の結果、お手元に

お配りしております予定表のとおり、本日から３月１８日までの１０日間とし、３月１

３、１４、１５日の３日間は休会することに決定をいたしました。 

 なお、３月１７日から１８日につきましては予備の日とし、予定表のとおり議事が進

行しなかった場合に限り会議を開くことに決定をいたしました。 
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 次に、議案の一括議題についてでありますが、議事の能率化を図る上から、提案理由

が同一のものなどについては一括して行うことにいたしました。議案第７号から議案第

１２号までの令和２年度各会計補正予算６件と、議案第１４号から議案第１５号までの

町道路線の廃止及び町道路線の認定についての２件と、議案第２１号から議案第２２号

までの条例の改正２件と、議案第２８号から議案第３４号までの令和３年度各会計当初

予算７件については提案理由の説明をそれぞれ一括して受けることとしました。なお、

議案第１４号及び議案第１５号に限り一括質疑とし、ほかの議案においては従前同様、

質疑、討論、採決は各会計、議案ごとに行うことにいたしますので、御了承願います。 

 以上のとおりでありますので、議員各位におかれましては、特段の御理解と御協力を

お願い申し上げ、御報告といたします。 

○議長（本田 学君） お諮りします。 

 本定例会の会期は、ただいま議会運営委員長からの報告のとおり、本日から３月１８

日までの１０日間としたいと思います。御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田 学君） 異議なしと認めます。 

 したがって、会期は、本日から３月１８日までの１０日間とすることに決定しまし

た。 

 次に、お諮りします。 

 一括議題等、会議の進め方については、ただいまの議会運営委員長の報告のとおり行

いたいと思います。御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田 学寛君） 異議なしと認めます。 

 したがって、そのように決定しました。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第３ 議案第３号陸別町立陸別小学校における授業中の事故 

（損害賠償）に係る和解について 

──────────────────────────────────── 

○議長（本田 学君） 日程第３ 議案第３号陸別町立陸別小学校における授業中の事

故（損害賠償）に係る和解についてを議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 野尻町長。 

○町長（野尻秀隆君）〔登壇〕 議案第３号陸別町立陸別小学校における授業中の事故

（損害賠償）に係る和解についてですが、陸別町立陸別小学校における授業中の事故に

よります損害を賠償し、和解をするため、地方自治法第９６条第１項第１２号及び第１

３号の規定によりまして、議会の議決をお願いするものであります。 

 内容につきましては、副町長に説明させたいと存じますので、御審議のほどよろしく
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お願い申し上げます。 

○議長（本田 学君） 早坂副町長。 

○副町長（早坂政志君） それでは、私から議案第３号について御説明申し上げます。 

 町長の提案理由の説明のとおり、本件は、陸別小学校内における授業中の事故による

損害を賠償し、和解するために、地方自治法第９６条第１項第１２号及び第１３号の規

定により議決を求めるものであります。 

 地方自治法第９６条第１項は議会の議決事件でありまして、第１２号の規定は「普通

地方公共団体がその当事者である審査請求、そのほかの不服申立て、訴えの提起、和

解、あっせん、調停及び仲介に関すること」という条文であります。今回は、この和解

に該当しまして、第１３号の規定で法律上、その義務に属する損害賠償の額を定めるこ

ととなっております。今回、この条文により、議会の議決を求めるものであります。 

 それでは、議案第３号の条文を読み上げます。 

 陸別町立陸別小学校における授業中の事故（損害賠償）に係る和解について。 

 陸別町立陸別小学校における授業中の事故による損害を次のとおり賠償し、和解する

ものとする。 

 １、事故の概要。 

 平成２６年１１月１１日、午前１０時５分、陸別町字陸別原野線３３１番地の１の陸

別町立陸別小学校内実験実習室において、理科の実験中、アンモニア水をストローで吹

いた際に、激しく飛び散り、その水滴が左目に入り受傷した。 

 ２、当事者。 

 甲、陸別町字陸別東１条３丁目１番地。陸別町長、野尻秀隆。 

 乙、陸別町字陸別東２条１丁目３番地１。林将彦、林和美、林諒馬、親権者でありま

す。 

 ３、和解の内容。 

 （１）甲は、乙に対して、既払金５０１万３,８３３円のほか、本件事故に関する一切

の損害賠償金として２,２０８万円を支払う。なお、本件示談のほか、甲、乙間には、一

切の債権債務関係がないことを確認する。 

 （２）将来、乙に本件事件を原因とする後遺障害等級１０級を超える後遺症が発生し

た場合は、医師の診断に基づき、別途協議するであります。 

 この事故により、受傷した当事者は、林諒馬君でありまして、陸別町が支払うべき損

害賠償額につきましては、和解の内容にもありましたとおり、既払金を含めて総額で２,

７０９万３,８３３円となります。 

 本日、議決をしていただけましたならば、今後速やかに示談の手続を行いまして、成

立後に当町が加入する一般社団法人全国自治協会から未払い分が直接支払われることと

なります。 

 以上で、簡単ではございますが、議案第３号の説明とさせていただき、以後、御質問
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によりお答えしてまいりますので、御審議のほどよろしくお願いいたします。 

 以上であります。 

○議長（本田 学君） これから質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田 学君） これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田 学君） 討論なしと認め、これで終わります。 

 これから議案第３号陸別町立陸別小学校における授業中の事故（損害賠償）に係る和

解についてを採決します。 

 お諮りします。 

 本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田 学君） したがって、議案第３号は原案のとおり可決されました。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第４ 議案第４号陸別町議会の議決すべき事件に関する条例 

の一部を改正する条例 

──────────────────────────────────── 

○議長（本田 学君） 日程第４ 議案第４号陸別町議会の議決すべき事件に関する条

例の一部を改正する条例を議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 野尻町長。 

○町長（野尻秀隆君）〔登壇〕 議案第４号陸別町議会の議決すべき事件に関する条例

の一部を改正する条例についてですが、議会の議決すべき事件に必要な事件を加えるた

め、所要の改正を行おうとするものであります。 

 内容につきましては、総務課長に説明させたいと存じますので、御審議のほどよろし

くお願い申し上げます。 

○議長（本田 学君） 副島総務課長。 

○総務課長（副島俊樹君） それでは、私のほうから議案第４号について説明をさせて

いただきます。 

 今回の条例の改正につきましては、議会の議決すべき事件に必要な事件を加えるた

め、所要の改正を行おうとするものでございます。 

 資料ナンバー１をお開きください。新旧対照表を載せてございますが、第２条第４号

に「陸別町障がい者基本計画」と「陸別町障がい児福祉計画」を追加し、第４号を「陸

別町障がい者基本計画、陸別町障がい福祉計画及び陸別町障がい児福祉計画」に改める

ものであります。 
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 「陸別町障がい者基本計画」につきましては、障害者基本法第１１条第３項に規定さ

れている市町村障害者計画として策定するもの、「陸別町障がい福祉計画」につきまし

ては、障害者総合支援法第８８条に規定される市町村障害福祉計画として策定するも

の、「陸別町障がい児福祉計画」につきましては、児童福祉法第３３条の２０に規定さ

れる市町村障害児福祉計画として策定されるものでございます。 

 それでは、議案集２ページをお開きください。条文につきましては、資料によりただ

いま説明させていただきましたので、附則を読み上げます。 

 附則。この条例は公布の日から施行する。 

 以上で、議案第４号の説明とさせていただきます。以後、御質問によりお答えしてま

いりますので、御審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（本田 学君） これから質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田 学君） 質疑なしと認め、これで終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田 学君） 討論なしと認め、これで終わります。 

 これから議案第４号陸別町議会の議決すべき事件に関する条例の一部を改正する条例

をを採決します。 

 お諮りします。 

 本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田 学君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第４号は原案のとおり可決されました。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第５ 議案第５号陸別町手数料徴収条例の一部を改正する条例 

──────────────────────────────────── 

○議長（本田 学君） 日程第５ 議案第５号陸別町手数料徴収条例の一部を改正する

条例を議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 野尻町長。 

○町長（野尻秀隆君）〔登壇〕 議案第５号陸別町手数料徴収条例の一部を改正する条

例についてですが、情報通信技術の活用による行政手続等に関わる関係者の利便性の向

上並びに行政運営の簡素化及び効率化を図るための行政手続等における情報通信の技術

の利用に関する法律等の改正により、通知カードが廃止となることに伴いまして、ま

た、文言の整理を行うため、所要の改正を行おうとするものであります。 

 内容につきましては、町民課長に説明させたいと存じますので、御審議のほどよろし
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くお願い申し上げます。 

○議長（本田 学君） 棟方町民課長。 

○町民課長（棟方勝則君） それでは、議案第５号を説明いたします。 

 陸別町手数料徴収条例の一部を次のように改正する。議案説明書ナンバー２の１をお

開きください。新旧対照表がついています。改正点は、２点です。 

 １点目は、現行条例の区分１３、「通知カード再交付手数料」の廃止です。法律の改

正によるものです。平成２７年にいわゆるマイナンバー通知カードが一斉に配布されま

した。５年が経過しまして、通知カードが廃止となりまして、顔写真付きのマイナン

バーカードに全て統一されます。それによって、通知カードの再交付も制度としてなく

なりましたので、今回削除するものであります。 

 ２点目は、現行条例の区分１６です。「印鑑登録証の交付に関する証明」ということ

で、印鑑登録証を出す前段で印鑑登録をしていただきますが、その際に手数料を頂いて

います。この表現がちょっと分かりづらいものですから、改正後の条が変わりまして、

区分の１５、「印鑑登録証（改印等による再交付を含む。）の交付」ということで、分

かりやすく改正するものであります。 

 以上で資料の説明を終わります。議案集に戻ります。 

 本文の説明が終わりましたので、附則を読み上げます。 

 附則。この条例は、公布の日から施行する。 

 以上で、議案第５号の説明を終わります。以後、質問によりお答えしてまいりますの

で、御審議をお願いいたします。 

 以上です。 

○議長（本田 学君） これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田 学君） 質疑なしと認め、これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田 学君） 討論なしと認め、これで終わります。 

 これから議案第５号陸別町手数料徴収条例の一部を改正する条例を採決します。 

 お諮りします。 

 本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田 学君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第５号は原案のとおり可決されました。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第６ 議案第６号陸別町放課後児童健全育成事業の設備及び 

運営の基準に関する条例の一部を改正する条例 
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──────────────────────────────────── 

○議長（本田 学君） 日程第６ 議案第６号陸別町放課後児童健全育成事業の設備及

び運営の基準に関する条例の一部を改正する条例を議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 野尻町長。  

○町長（野尻秀隆君）〔登壇〕 議案第６号陸別町放課後児童健全育成事業の設備及び

運営の基準に関する条例の一部を改正する条例についてですが、放課後児童健全育成事

業の設備及び運営に関する基準の一部が改正されたことに伴いまして、所要の改正を行

おうとするものであります。 

 内容につきましては、保健福祉センター次長に説明させたいと存じますので、御審議

のほどよろしくお願い申し上げます。 

○議長（本田 学君） 丹野保健福祉センター次長。 

○保健福祉センター次長（丹野景広君） それでは、議案第６号陸別町放課後児童健全

育成事業の設備及び運営の基準に関する条例の一部を改正する条例の説明をさせていた

だきます。議案集は４ページとなっております。 

 この条例は平成２６年に整備したもので、陸別町では学童保育所が該当となる基準と

なります。議案説明書資料ナンバー３をお開きください。新旧対照表となっておりま

す。左側が新、右側が旧ということになっております。 

 今回の改正は、第１０条の職員の基準に係る部分となります。ざっくり申し上げます

と、第１０条第１項では、放課後児童支援員を置かなければならないということ。それ

から、略となっておりますが、第２項ではその員数、人数を２名以上とするという規定

でございます。第３項では、同項各号に該当する者で、かつ同項に規定する研修終了者

という者が支援員となり得るということになっております。 

 実は、この第１０条第３項に関しましては、毎年のように文言の整理だとか注釈の追

加などの一部改正省令が出されております。けれども、あくまで省令は参酌標準という

こともあります。それから、本町の学童保育事業になんら影響を与えるものではなかっ

たため、教育委員会とも協議をして、これまで特段改正は行ってこなかった経緯があり

ます。本改正は、従事する職員の基準の条件緩和となる改正となります。それに合わせ

た改正をしようとするものであります。 

 それでは、新旧対照表を御覧ください。 

 改正の趣旨は、ただいま申し上げたとおりでありますけれども、第１０条第３項は、

現行では放課後児童支援員は、第１号で掲げる者で、かつ都道府県知事が行う研修を終

了した者としているところですが、この研修に係る分について地方自治法の指定都市や

中核市の行う研修も加えられたということ。余り実質的に陸別町には影響のないもので

ありますけれども。それと、さらに、今回の条件緩和の二つのうちの一つですけれど

も、「研修を終了した者」というところを、「従事してから１年以内に研修を終了する
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予定の者も含む」ということにしています。この前は、研修終了者のみが、要は支援員

として従事することができたところですけれども、これを緩和する条件内容となってい

るものです。 

 それでは、第３項第１号につきましては、括弧書き、注釈の追加となっております。

保育士とはというところの注釈が入っているだけでございます。 

 第３号の下線部につきましては、次号、第４号の改正により不要となる部分の削除と

なっております。 

 第４号は、教員の資格等の列記をしたものを一括で表現するように改正しているもの

です。 

 第５号は、括弧書きの部分、いわゆる服務の規程の追加であります。 

 それでは、第１０号については、新たに規定するもので、この条件緩和の二つのうち

の最後の一つですけれども、「５年以上放課後児童健全育成事業に従事した者であっ

て、町長が適当と認めた者」ということで、この条件緩和の二つが大きいものと考えて

おります。ただいま説明した者と省略されておりますけれども、１号から１０号までに

規定する者が研修を受ける資格を有することであります。研修を受けるのに当たっての

緩和があるということでございます。 

 それでは、議案集４ページを御覧ください。 

 改正の概要は、ただいま説明したとおりとなっております。条文の朗読は、省略させ

ていただきます。 

 附則を読み上げます。この条例は、公布の日から施行するであります。 

 以上で、説明を終わります。以後、質問によりお答えしてまいりますので、御審議の

ほどよろしくお願いいたします。 

○議長（本田 学君） これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田 学君） 質疑なしと認め、これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田 学君） 討論なしと認め、これで終わります。 

 これから議案第６号陸別町放課後児童健全育成事業の設備及び運営の基準に関する条

例の一部を改正する条例を採決します。 

 お諮りします。 

 本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田 学君） したがって、議案第６号は原案のとおり可決されました。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第 ７ 議案第７号令和２年度陸別町一般会計補正予算                        
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（第７号） 

◎日程第 ８ 議案第８号令和２年度陸別町国民健康保険事業勘定 

特別会計補正予算（第２号） 

◎日程第 ９ 議案第９号令和２年度陸別町国民健康保険直営診療 

施設勘定特別会計補正予算（第５号） 

◎日程第１０ 議案第１０号令和２年度陸別町簡易水道事業特別会 

計補正予算（第２号） 

◎日程第１１ 議案第１１号令和２年度陸別町公共下水道事業特別 

会計補正予算（第２号） 

◎日程第１２ 議案第１２号令和２年度陸別町介護保険事業勘定特 

別会計補正予算（第３号） 

──────────────────────────────────── 

○議長（本田 学君） 日程第７ 議案第７号令和２年度陸別町一般会計補正予算（第

７号）から日程第１２ 議案第１２号令和２年度陸別町介護保険事業勘定特別会計補正

予算（第３号）まで、６件を一括議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 野尻町長。 

○町長（野尻秀隆君）〔登壇〕 議案第７号令和２年度陸別町一般会計補正予算（第７

号）ですが、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ４億４,６９５万９,０００

円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ５９億３,４９６万４,０００円と

するものであります。 

 続きまして、議案第８号令和２年度陸別町国民健康保険事業勘定特別会計補正予算

（第２号）ですが、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ３,１５１万７,００

０円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ４億６,６４８万７,０００円と

するものであります。 

 続きまして、議案第９号令和２年度陸別町国民健康保険直営診療施設勘定特別会計補

正予算（第５号）ですが、既定の歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ８０８万７,

０００円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ３億４,３９６万８,０００

円とするものであります。 

 続きまして、議案第１０号令和２年度陸別町簡易水道事業特別会計補正予算（第２

号）ですが、既定の歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ２０７万５,０００円を減

額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１億７,９１６万７,０００円とするもの

であります。 

 続きまして、議案第１１号令和２年度陸別町公共下水道事業特別会計補正予算（第２

号）ですが、既定の歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ４７１万５,０００円を減

額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１億３,２５８万３,０００円とするもの
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であります。 

 続きまして、議案第１２号令和２年度陸別町介護保険事業勘定特別会計補正予算（第

３号）ですが、既定の歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ６８７万８,０００円を

減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ３億４,４６５万３,０００円とするも

のであります。 

 以上、議案第７号から議案第１２号まで、６件を一括御提案させていただきます。内

容につきましては、副町長に説明させたいと存じますので、御審議のほどよろしくお願

い申し上げます。 

○議長（本田 学君） 早坂副町長。 

○副町長（早坂政志君） それでは、私のほうから議案第７号から第１２号まで一括し

て説明をさせていただきます。 

 今回の補正予算につきましては、各会計を共通して各事務事業の確定または入札執行

での確定見込みなどによる減額が主な内容となっております。 

 特に、新型コロナウイルス感染症対策によりまして、旅費では書面会議ですとか、Ｗ

ｅｂ会議などの会議等の中止などによる出張の取りやめが相次いでおりまして、町内の

施設などでは、利用者が大幅に減少するなどしたため、各科目において減額をしており

ます。 それらの内容につきましては、簡略に説明をさせていただきますが、一部予算

不足や繰越明許による増額の補正も計上しておりますので、増額の補正に関わる内容に

つきましては、それぞれ説明をしてまいります。 

 また、議案説明資料についてでありますが、一部予算計上の順番どおりでないところ

もございますが、説明の中でその都度資料番号を申し上げますので、あらかじめ御了承

頂きたいと思います。 

 それでは、議案の説明に入ります前に、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時

交付金について説明をさせていただきますので、議案説明書資料ナンバー４を御覧くだ

さい。 

 国の３次補正により陸別町に配分されました臨時交付金は、国の補助金のある小中学

校のエアコン設置に係る費用の補助裏分１,８１４万４,０００円と、感染症対応分６,０

２１万４,０００円を合わせた総額７,８３５万８,０００円であります。 

 国からの通知により、新年度に計上することも可能となりましたので、当町の交付金

の充当計画は、資料４の表のとおりにしたいと考えておりますが、２月４日の臨時会で

計上いたしました事業のうち、令和２年度分につきましては、１,８１４万４,０００円

と工期の関係で繰り越さざるを得ない消防署の冷房設備整備と中学校の換気扇の設置に

５００万円を充当し、残りの５,５２１万４,０００円を新年度の、令和２年度と同様の

事業あるいは新規でも確実に該当となる事業に充当しようとするものでありますので、

参考としていただきたいと思います。 

 それではこれより議案第７号の説明から始めますので、１ページをお開きください。 
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 議案第７号令和２年度陸別町の一般会計補正予算（第７号）は、次に定めるところに

よる。 

 歳入歳出予算の補正。 

 第１条第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正

後の歳入歳出予算の金額は「第１表歳入歳出予算補正」による。 

 繰越明許費。 

 第２条、地方自治法第２１３条第１項の既定により、翌年度に繰り越して使用するこ

とができる経費は「第２表繰越明許費」による。 

 債務負担行為の補正。 

 第３条、債務負担行為の追加、変更は「第３表債務負担行為補正」による。 

 地方債の補正。 

 第４条、地方債の追加、変更は「第４表地方債補正」による。 

 それでは、これより事項別明細書によりまして説明をいたします。 

 歳出から説明いたしますので、２６ページをお開きください。 

 ２６ページになります。２、歳出であります。 

 １款議会費１項１目議会費は１９１万１,０００円の減額の補正であります。８節旅費

１２０万９,０００円、９節交際費１６万円、１０節需要費２６万９,０００円、１２節

委託料６万９,０００円、１３節使用料及び賃借料２０万４,０００円は、いずれも確定

見込みによる減額であります。 

 次のページに移りまして、２款総務費１項総務管理費１目一般管理費は１５万１,００

０円の減額の補正であります。３節職員手当等につきましては、一般職の退職手当組合

費の計上の誤りによりまして、１８２万円の不足が見込まれるために補正しようとする

ものであります。８節旅費１６４万９,０００円、９節交際費９０万円は確定見込みよる

減額の補正。１８節負担金補助及び交付金、地方公共団体情報システム機構の負担金

は、個人番号カードの交付申請が増えたことによります５７万８,０００円の補正であり

ます。これには、１０割の国庫補助がございます。 

 ２目文書広報費２６万８,０００円の減額の補正は、１０節需用費で広報りくべつの印

刷代の確定見込みよる減額。 

 ５目財産管理費は３億６,１７３万円の補正であります。１０節需用費１２０万円、１

２節委託料６５３万９,０００円、次のページに行きまして、１４節工事請負費３３万円

は、いずれも確定または確定見込みによる減額であります。 

 ２７ページに戻っていただきまして、１２節の委託料ですが、施設設備等改修は、北

電、ＮＴＴ柱の建替え等に伴う光ケーブルの取り付け代で４４６万３,０００円の減額。

道営農道整備事業に伴う光電送路移設で１３９万２,０００円の減額などであります。 

 また２８ページをお開きいただいて、１４節工事請負費の工作物解体撤去は、新町二

区の防火水槽撤去工事の確定による１９万８,０００円の減額。２４節積立金は３億６,
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９７９万９,０００円の補正であります。今回、事業の確定に伴う歳出の減額分、それか

ら、普通地方交付税等の確定に伴う留保額などを各基金へ積み立てようとするものであ

ります。 

 内訳につきましては、財政調整基金と減債基金は、それぞれ１億円の積立て。ふるさ

と整備基金は、指定寄附７件、１０３万円。ふるさと納税１０６件、１４４万円。合わ

せまして２４７万円の積立て。いきいき産業支援基金は、ふるさと納税２３件、３１万

３,０００円。優良家畜導入支援資金繰上げ償還９頭分、３９６万４,０００円と上乗せ

の積立てで５,０００万円。合わせまして５,４２７万７,０００円の積立てであります。

ふるさと銀河線跡地活用等振興基金は、ふるさと納税分の４６件、８２万円の積立て。

町有林整備基金は、ふるさと納税１３件、１９万円。上乗せの積立て１,０００万円。合

わせまして１,０１９万円の積立て。地域福祉基金は、ふるさと納税２６件、３２万６,

０００円、上乗せの積立てで３,０００万円としまして、合わせまして３,０３２万６,０

００円の積立て。 

 次のページに行きまして、公共施設等維持管理基金は、残額の調整をいたしまして、

上乗せの積立てで５,１３３万３,０００円を積み立てるものであります。給食センター

管理運営基金は、ふるさと納税２３件、３３万３,０００円、上乗せの積立て２,０００

万円。合わせまして２,０３３万３,０００円の積立て。スポーツ振興基金は、ふるさと

納税５件、５万円の積立てであります。 

 次、６目町有林野管理費は１９万２,０００円の減額の補正でありますが、１１節役務

費６万８,０００円、１２節委託料６万６,０００円、１３節使用料及び賃借料４万円、

１７節備品購入費１万８,０００円の減額につきましては、いずれも確定または確定見込

みよる減額であります。 

 ７目企画費は、１,４３０万２,０００円の補正であります。１節報酬２２万５,０００

円、８節旅費６３万９,０００円、１０節需用費２４万４,０００円の減額は、いずれも

確定または確定見込みよる減額。１８節負担金補助及び交付金は、１,５４１万円の補正

であります。 

 ３０ページをお開きください。 

 負担金の地方創生推進交付金事業負担金は、ＵＩＪ新規就業支援事業者の対象者の見

込みがなかったことによる１００万円の減額。通学定期差額補助事業につきましては、

利用者１６名での確定見込みによる２１４万８,０００円の減額。とかち東北部移住サ

ポートセンター負担金は、専従アドバイサーの不在などによります９７万４,０００円の

減額。 

 次に、補助金ですが、移住定住促進住宅建設等補助につきましては、今回、改修のみ

２１件の見込みによりまして、４３８万４,０００円の減額であります。民間活用住宅建

設事業につきましては、単身用４戸、世帯用４戸の早期建設の希望がありましたことか

ら、２,５２０万円を補正しようとするものでありまして、この補助につきましては、繰
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越明許事業としまして、早期に対応しようとするものであります。太陽光発電設置事業

につきましては、１件分、５０万円の減額。交付金の移住交流対策事業は、移住ペアの

中止や不参加によります７８万４,０００円の減額であります。 

 １１目交流センター管理費は２９８万３,０００円の減額の補正で、１２節委託料は、

宿泊研修施設の利用者の減によります２３１万５,０００円の減額。１４節工事請負費

は、各工事の確定による６６万８,０００円の減額であります。１２節銀河の森管理費に

つきましては、４２７万２,０００円の減額の補正で、１節報酬６２万５,０００円、次

のページに移りまして、７節報償費４３万５,０００円、８節旅費３３万８,０００円、

１０節需用費５４万３,０００円、１２節委託料１８３万８,０００円、１４節工事請負

費３７万１,０００円の減額につきましては、いずれも確定または確定見込みによる減額

であります。なお、１２節の委託料のコテージ村管理につきましては、コテージの使用

棟数が、当初見込みより約２６０棟の利用減を見込みまして、１５４万５,０００円の減

額としております。 

 次に、１３目地域活性化推進費８９５万４,０００円の減額の補正であります。１節報

酬は、会計年度任用職員の地域おこし協力隊等の報酬でありまして、地域活性化推進員

の出席日数の減、それから農業支援推進員、農業観光支援推進員への応募者がなかった

ことなどによります４９７万６,０００円の減額。 

 ３２ページをお開きいただきまして、これに付随しまして、４節共済費、社会保険料

等で３９万１,０００円の減額。このほか７節報償費５万円、８節旅費８８万３,０００

円、１０節需用費４万円、１３節使用料及び賃借料１１万３,０００円、１４節工事請負

費５万５,０００円、１７節備品購入費１０８万円、１８節負担金補助及び交付金１３６

万６,０００円の減額につきましては、事業等の確定によります減額でありますが、１８

節負担金補助及び交付金の補助金を御覧ください。次のページを御覧ください。企業支

援補助金につきましては、未執行による１００万円の減額。交付金の薬用植物研究事業

は、調査研修の視察等中止したことによります３６万６,０００円の減額であります。 

 次の１５目特別定額給付金２１８万８,０００円の減額の補正につきましては、事業の

確定による１節報酬６万６,０００円、３節職員手当等５１万６,０００円、１０節需用

費７万６,０００円、１１節役務費４５万４,０００円、１３節使用料及び賃借料３万４,

０００円、１８節負担金補助及び交付金１０４万２,０００円の減額で、支給人数につき

ましては２,３３８名となっております。 

 次に、２項徴税費１目税務総務費につきましては、８節旅費で確定見込みによります

１１万１,０００円の減額。 

 ２目賦課徴収費は５４万１,０００円の補正で、８節旅費８万８,０００円、１３節使

用料及び賃借料３万円の減額は、確定または確定見込みによる減額であります。１８節

負担金及び交付金６５万９,０００円の補正は、会議等負担金が３万２,０００円の減

額。軽自動車税環境性能徴収取扱費２万９,０００円の減額。こちらにつきましては、確
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定見込みによる減額。北海道自治体情報システム協議会の負担金７２万円につきまして

は、固定資産税システムの法改正対応に係る経費の計上であります。 

 ３５ページに移りまして、３項１目戸籍住民基本台帳費は８３万８,０００円の減額の

補正であります。８節旅費７万円、１２節委託料７６万８,０００円は、ともに確定によ

る減額でありますけれども、１２節委託料の電算機器設置では、中間サーバープラット

フォーム関連機器について、購入の必要がなくなりましたので、全額を減額しておりま

す。 

 ６項１目監査委員費４５万７,０００円の減額の補正につきましては、８節旅費４４万

９,０００円、１８節負担金補助及び交付金８,０００円の確定見込みによる減額であり

ます。 

 ３６ページに移ります。 

 ３款民生費１項社会福祉費１目社会福祉総務費は６万３,０００円の補正であります。

８節旅費７万９,０００円の減額は、確定見込みによる減額。１０節需用費光熱水費１１

１万１,０００円は、電気料の減額で防犯灯のＬＥＤ化に減額と見込んでおります。１８

節負担金補助及び交付金１７０万４,０００円の減額は、いずれも確定見込みによる減

額。１９節扶助費は４０２万２,０００円の増額でありまして、交通費助成が確定見込み

による３６万５,０００円の減額。支援費の障害者介護給付費は、利用者の数は変わって

おりませんが、利用者の区分の変更や利用の増によりまして、３９０万７,０００円の増

額。身体障害者更生医療給付費は、入院患者の増によります４８万円の増額でありま

す。２７節繰出金は、国民健康保険事業勘定特別会計の操出金６万８,０００円の増額

で、次のページの介護保険事業勘定特別会計の操出金１１３万３,０００円の減額。合わ

せまして、１０６万５,０００円の減額の補正であります。 

 ２目老人福祉費は４７８万円の減額の補正であります。１節報酬の会計年度任用職員

報酬は、臨時介護認定調査員の報酬でありまして、残念ながら応募者がなく、直営で

行ったために１２４万２,０００円を減額するものであります。７節報償費５万円、８節

旅費２６万１,０００円、１０節需用費７８万７,０００円、１２節委託料１９５万３,０

００円、１３節使用料及び賃借料４８万３,０００円の減額につきましては、いずれも確

定または確定見込みによる減額であります。なお、１２節委託料の下から二つ目、敬老

事業は敬老会の中止によります１００万円の減額となっております。 

 ３８ページに移ります。 

 １３節の使用料及び賃借料の、このページの一番上になりますが、老人緊急通報シス

テム借上料につきましては、借上台数の確定見込みによります４８万３,０００円の減

額。１８節負担金補助及び交付金１０１万５,０００円の増額は、老人クラブ連合会の各

種事業の中止などによります３０万円の減額と、介護予防・日常生活支援総合事業運営

費、訪問型Ａの利用件数の見込み減によりまして、介護保険会計から支払われる委託料

が減額となりますことから、１３１万５,０００円を補正するものであります。１９節扶
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助費につきましては、老人福祉施設入所措置費で、１２月からの入所予定の方が入所時

期を延期したことによります１０１万９,０００円の減額であります。 

 次に、２項児童福祉費１目児童福祉総務費は２３万４,０００円の減額の補正で、７節

報償費９万１,０００円、８節旅費３万５,０００円、１０節需用費１０万８,０００円の

減額につきましては、いずれも確定または確定見込みによる減額。 

 ２目児童福祉施設費２３３万円の減額の補正は、７節報償費が子ども子育て支援講演

会の中止によります１６万１,０００円の減額。８節旅費１２万７,０００円、１４節工

事請負費の１５６万２,０００円、それから３９ページの１８節負担金及び交付金４万

円、１９節扶助費の４４万円の減額につきましては、いずれも確定または確定見込みに

よる減額となっております。 

 ３項国民年金費１目国民年金費事務取扱費の８万８,０００円の補正につきましては、

１８節負担金補助及び交付金の北海道自治体情報システム協議会への負担金でありまし

て、令和２年度の税制改正に伴う国民年金法施行令の改正に係るシステム改修に係る負

担金となっております。 

 ４０ページに移ります。 

 ４款衛生費１項保健衛生費１目保健衛生総務費２５万５,０００円の減額と補正は、８

節旅費２３万７,０００円、１８節負担金補助及び交付金１万８,０００円の減額で、確

定見込みによる減額。 

 ２目保健衛生施設費３４万８,０００円の減額の補正につきましては、１１節役務費の

通信運搬費が新型コロナウイルス対策等の対応での電話料の増と考えられまして８万１,

０００円の増額。１４節工事請負費が保健センター改修工事の確定による４２万９,００

０円の減額であります。 

 ３目予防費４４３万２,０００円の減額の補正であります。７節報償費７６万４,００

０円、１０節需用費１２万４,０００円、１１節役務費１万４,０００円、１２節委託料

２８９万４,０００円の減額。それから、１９節の扶助費６３万６,０００円の減額につ

きましては、各種健診・予防接種等の事業などの確定または確定見込みによります減額

であります。議案説明書資料ナンバー７の１から６に健診等の一覧表をつけております

ので、後ほど御覧を頂きたいと思います。 

 続きまして、４目環境衛生費３７万２,０００円の減額の補正につきましても、１節報

酬が２１万９,０００円、８節旅費３万５,０００円、１１節役務費１１万８,０００円の

減額は確定見込みによる減額であります。 

 ５目診療所費２７節繰出金は、国民健康保険直営診療施設勘定特別会計の操出金１,７

７８万５,０００円の減額の補正。 

 ２項清掃費１目清掃総務費は、１８節負担金補助及び交付金で、確定見込みによりま

す５万６,０００円の減額の補正であります。 

 ４２ページに移ります。 
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 ２目の塵芥処理費１,１９６万７,０００円の減額の補正であります。８節旅費の４万

８,０００円、１０節需用費２８万円、１２節委託料１２７万１,０００円、１７節備品

購入費４９２万８,０００円、１８節負担金補助及び交付金５４４万円は、いずれも確定

または確定見込みによります減額で、１８節の負担金補助及び交付金、十勝圏複合事務

組合はくりりんセンター運営分担金の確定による３７８万１,０００円の減額と、最終処

分場の運営分担金の確定による８９万４,０００円の減額となっております。 

 ３項水道費１目専用水道費３９０万円の減額の補正につきましては、小利別地区専用

水道関係の確定による減額でありまして、８節旅費３万５,０００円、１２節委託料３７

万２,０００円、１４節工事請負費３４０万２,０００円、１７節備品購入費９万１,００

０円の減額。 

 ２目水道費２７節繰出金は、簡易水道事業特別会計の操出金２０３万１,０００円の減

額の補正であります。 

 ５款労働費１項労働諸費１目雇用再生対策費は、１８節負担金補助及び交付金の利用

者雇用促進支援分の実績による１３０万円の減額の補正でありまして、年の途中での採

用による雇用月数分の減であります。 

○議長（本田 学君） １１時１５分まで休憩します。 

休憩 午前１０時５９分 

再開 午前１１時１５分 

○議長（本田 学君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 早坂副町長。 

○副町長（早坂政志君） 大変申し訳ありません。先ほどの説明で、３０ページになり

ますが、３０ページの中ほどにあります補助金の民間活用住宅建設事業で、私が２５２

万円と申し上げたようでございます。２,５２０万円の誤りですので、訂正をさせていた

だきたいと思います。 

 それでは、続きまして４４ページをお開きください。 

 ４４ページ、６款農林水産業費１項農業費１目農業委員会費は７１万円の減額の補正

でありますが、１節報酬５万３,０００円、８節旅費６１万４,０００円、１０節需用費

４万３,０００円の減額につきましては、確定見込みによる減額であります。 

 ２目農業総務費は、２節給料で一般職の給料の積算誤りによる２万６,０００円の補正

の計上であります。 

 ３目農業振興費４８７万５,０００円の減額の補正につきましては、８節旅費２４万

８,０００円、１２節委託料６３万３,０００円、１８節負担金補助及び交付金３９９万

４,０００円の減額で、確定または確定見込みによる減額であります。なお、１８節の負

担金補助及び交付金のうち、農林推進協議会運営事業につきましては、青年等結婚支援

活動事業の回数減によります３５万円の減額。新農林業人育成事業につきましては、１

名の方の営農実習の断念によります１３２万４,０００円の減額であります。 
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 ４５ページに移りまして、４目畜産業費は２億４,８５２万４,０００円の補正予算の

計上であります。７節報償費１万円、１１節役務費１０万円の減額は、ばんえい十勝協

賛レースに係る経費に確定見込みによる減額。１８節負担金補助及び交付金の２億４,８

６３万４,０００円の増額の補正につきましては、町村会への病畜処理事業負担金の廃止

によります３万５,０００円の減額。それから、電力系統連携工事費負担金につきまして

は、バイオガスプラント建設に係る北電に対する負担金１,４００万円の補正でありま

す。 

 資料により説明したいと思いますので、議案説明書資料ナンバー９をお開きくださ

い。 

 この負担金につきましては、まず上側の図にありますとおり、バイオガスプラントで

発電した電力の送電のために必要な陸別変電所の改修、それから高圧線の張り替え、引

込開閉器の新設、引込線新設などに係る陸別町が負担しなければならない経費となって

おります。負担額につきましては、今年度は１,４００万円の概算での支出。令和３年度

中に、令和２年度分の清算分と、それから令和３年度分で１,７７４万９,８８２円の負

担が見込まれておりまして、総額では３,１７４万９,８８２円を見込んでおります。 

 なお、プラント建設工事が令和４年度に完了する予定となっておりますので、工事費

の精算によりましては、さらに令和４年度にも負担が生じる場合もございますので、あ

らかじめ御承知を頂きたいと思います。 

 なお、本件につきましては、平成３１年に皆様に書面でお配りしております中に７,４

００万円の町負担分を提示したおったその事業であります。今回、工事が始まったこと

によりまして、令和２年度からの負担が生じたものでございます。 

 次に、畜産酪農収益力強化整備事業についてでありますが、議案説明書資料ナンバー

８を御覧ください。一つ戻っていただいて、資料ナンバー８になります。 

 こちらは、陸別町酪農畜産クラスター協議会への補助金であります分線地区の農業者

の家畜飼養管理施設を総事業費５億８,９６３万３,０００円で整備する予定となってお

りますが、その事業に対して道から２億５,４１０万１,０００円が補助されます。この

補助が、町の会計を経由することとなりますことから、同額を予算計上するものであり

ますが、この事業につきましては繰越明許費となります。 

 なお、この事業の内容につきましては、下の表に記載のとおりでありますので、御覧

頂きたいと思います。 

 その次になりますが、家畜糞尿共同処理施設整備事業１,９４３万２,０００円の減額

であります。バイオガスプラント建設事業の令和２年度分の支出額の確定によるもので

あります。議案説明書資料は、ナンバー１０に事業費の年度別見込額の表をつけており

ますので、こちらは後ほど御覧頂きたいと思います。 

 続きまして、５目農地費１,３５１万円の減額の補正であります。８節旅費１８万４,

０００円、１２節委託料３３万６,０００円、次のページをお開きいただきまして、１３
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節使用料及び賃借料９万１,０００円、１６節公有財産購入費３３万９,０００円、１８

節負担金補助及び交付金１,２５６万円の減額につきましては、確定または確定見込みよ

る減額であります。このうち、１８節負担金補助及び交付金のうち、トマム地区の道営

農地整備事業分につきましては、１８０万６,０００円が繰越明許費となります。 

 続きまして、６目営農用水管理費１,５９７万７,０００円の補正であります。まず、

第２上陸別地区畑地帯総合整備事業で、８節旅費３万５,０００円の減額、１０節需用費

５万８,０００円の増額、１３節使用料及び賃借料１２万６,０００円の増額。それか

ら、次のページになっていきますが、１８節負担金補助及び交付金につきましては、北

海道土地改良事業団体連合会への負担金１６万１,０００円、道営土地改良事業地元負担

金につきましては、町負担のうち、事業費の２７.５％分、３,４０１万８,０００円の増

額と、１００％分、１,７６４万２,０００円の減額。合わせまして、１,６３７万６,０

００円の補正の計上であります。なお、この事業につきましては、総額で５,５６２万

４,０００円が繰越明許費となります。 

 次に、４６ページの１２節委託料の施設設備保守管理についてですが、これは上陸別

地区の営農用水施設の計装機器保守点検等の確定による１６万８,０００円の減額。水道

施設運転管理につきましては、上陸別とトラリの営農用水施設の確定による３９万６,０

００円の減額。１７節備品購入費は、同じく上陸別とトラリの営農用水施設用水道メー

ター購入の確定による１５万円の減額であります。議案説明書資料ナンバー１１に、道

営畑総事業第２上陸別地区の実績計画表がありますので、こちらは後ほど御覧を頂きた

いと思います。 

 続きまして、４７ページ、８目農畜産物加工研修センター管理費は２１万７,０００円

の減額の補正でありますが、１節報酬１２万９,０００円、１０節需用費８万８,０００

円の減額は、いずれも確定または確定見込みによる減額であります。 

 ２項林業費１目林業振興費８０１万９,０００円の減額の補正であります。１節報酬５

万６,０００円、８節旅費１３万３,０００円、１２節委託料６９万３,０００円、１３節

使用料及び賃借料１万３,０００円、４９ページに移りまして、１４節工事請負費２９８

万円の減額となっております。このうち、林業改良工事につきましては、東トマム高台

線であります。 

 次に、７款商工費１項商工費１目商工振興費３５７万７,０００円の補正の計上であり

ます。７節報償費は、商工優良従業員表彰の該当者がなかったことによる記念品３万１,

０００円の減額。１８節負担金補助及び交付金は、いずれも新型コロナ感染症対策によ

る増額の補正でありまして、中小企業経営安定資金利子補給８２万９,０００円につきま

しては、特別運転資金の融資の増、小規模企業振興事業２７７万９,０００円につきまし

ては、当初１０件分に対しまして、１８件の利用申込がありまして、利用が見込まれて

おりますので、そのことによる増となっております。 

 ３目観光費１０５万１,０００円の減額の補正につきましては、８節旅費２６万５,０
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００円、１７節備品購入費３万円、１８節負担金補助及び交付金７５万６,０００円の減

額。いずれも確定による減額で、観光協会の分につきましては、東金市の物販事業の中

止によります１４万６,０００円の減額となっております。 

 ５０ページを御覧ください。 

 １番上のオフロード開催事業につきましては、無観客による１回のみの開催となりま

して６１万円の減額であります。 

 ４目公園費は、１２節委託料の公園草刈り業務の確定による５万１,０００円の減額の

補正。 

 ５目消費者対策費１４万６,０００円の減額の補正につきましても、７節報償費９万

８,０００円、１８節負担金補助及び交付金で４万８,０００円の確定見込みによる減

額。 

 次の８款土木費１項土木管理費１目土木総務費４７万４,０００円の減額の補正につき

ましても、８節旅費で３６万４,０００円、１０節需用費１０万、１８節負担金補助及び

交付金１万円の減額で、確定または確定見込みによる減額であります。 

 ２項道路橋りょう費１目道路橋りょう総務費２４万４,０００円の減額補正につきまし

ても、１２節委託料の確定による減。 

 ２目道路維持費４２５万円の減額の補正につきましても、確定または確定見込みによ

る減額でありまして、１２節委託料は、道路維持管理から路面補修まで２６９万９,００

０円の減額。１４節工事請負費は、道路法面補修工事から排水整備工事まで１５５万１,

０００円の減額であります。 

 ５２ページをお開きください。 

 ３目橋りょう維持費につきましては２,７９９万３,０００円の減額の補正でありま

す。いずれも確定見込みによる減額でありまして、８節旅費１６万７,０００円の減額、

１２節委託料４５９万８,０００円と１４節工事請負費２,３２２万８,０００円の減額に

つきましては、共和橋と蹄橋の現地調査に基づきます設計変更に伴う減額であります。 

 ４目道路新設改良費２４４万６,０００円の減額の補正につきましても、町道新町５号

通り、町道トマム川沿線、町道宮下通りの道路整備事業の確定によります８節旅費１０

万５,０００円、１２節委託料２９万７,０００円、１４節工事請負費２０２万４,０００

円、１８節負担金補助及び交付金２万円の減額であります。 

 ５３ページに移りまして、３項河川費１目河川総務費も、１４節工事請負費の河川補

修工事の確定による１２万１,０００円の減額。 

 次に、４項住宅費１目住宅管理費１２万６,０００円の減額の補正につきましても、８

節旅費７万円、１１節役務費５万６,０００円の確定による減額。 

 ２目住宅建設費は１,５３６万２,０００円の減額で、いずれも社会資本整備総合交付

金事業の確定による減額であります。８節旅費２０万９,０００円、１０節需用費５万

円、１２節委託料１１０万円、それから次のページの１４節工事請負費１,４００万３,
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０００円の減額であります。１２節の委託料につきましては、新町交流館の実施設計分

となっております。 

 続きまして、５４ページ、１４節の工事請負費の建物解体につきましては、新町団地

の公営住宅Ｘ、Ｙ棟の解体で６５４万５,０００円の減額。公営住宅改修は、新町団地、

共栄団地の屋根防水、外壁塗装工事の７３７万円の減額。造成工事につきましては、新

町団地の造成工事で８万８,０００円の減額となっております。 

 ５項１目下水道費２７節繰出金は、公共下水道事業特別会計の操出金４７１万５,００

０円の減額の補正。 

 次の９款消防費１項１目消防費につきましても、確定による４２０万３,０００円の減

額の補正であります。１節報酬２２万９,０００円の減額。なお、団員につきましては、

定員５６名に対しまして現在４８名となっております。８節旅費２８４万１,０００円、

９節交際費６万円、１０節需用費３５万８,０００円、１１節役務費２万４,０００円、

１７節備品購入費５０万８,０００円、１８節負担金補助及び交付金１８万３,０００円

の減額となっております。 

 ５６ページをお開きください。 

 ２目災害対策費は４６８万９,０００円の減額の補正で、１２節委託料、防災地図作成

につきましては、昨年度、防災訓練前に全世帯に配布しました「陸別町防災ガイドブッ

ク」の作成委託の確定によります１５万１,０００円の減額。防災情報通信整備につきま

しては、役場庁舎タウンホールのＷｉ－Ｆｉ整備の入札執行に伴います４５３万８,００

０円の減額であります。 

 続きまして、１０款教育費１項教育総務費１目教育委員会費９万１,０００円の減額の

補正でありますが、８節旅費７万３,０００円、１０節需用費１万８,０００円の減額

も、いずれも確定による減額であります。２節事務局費８０９万１,０００円の減額の補

正につきましては、３節職員手当等３万６,０００円の補正は、扶養親族の変更によりま

す増額。８節旅費１３万６,０００円、１３節使用料及び賃借料１万２,０００円、１４

節工事請負費は教員住宅建設解体外構工事の７９７万９,０００円の減額で、いずれも確

定による減額であります。 

 ３目教育振興費５５万４,０００円の減額の補正につきましても、確定または確定見込

みよる減額であります。１節報酬費３２万２,０００円、７節報償費６万円、８節旅費１

２万円、１２節委託料５万２,０００円の減額で、７節報償費は療育指導に係る謝礼金、

１２節委託料は新入学児内科検診等の確定によります１万８,０００円の減額。療育指導

者派遣委託の確定によります３万４,０００円の減額となっております。 

 ４目スクールバス運行管理費７万３,０００円の減額の補正は、１７節備品購入費でス

クールバス購入の確定によります減額。 

 ５目教育研究諸費１１万３,０００円の減額の補正も確定によりまして、８節旅費で７

万５,０００円、１０節需用費２万円、１８節負担金補助及び交付金１万８,０００円の
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減額であります。 

 ５８ページに移ります。 

 ２項小学校費１目学校管理費は４４万９,０００円の減額の補正であります。１０節需

用費は、外気取入制御用ダンパー操作部の修繕料で９万８,０００円を補正しておりま

す。以下、１２節委託料１８万４,０００円、１４節工事請負費３５万１,０００円、１

８節負担金補助及び交付金１万２,０００円の減額は、いずれも確定による減額で、１４

節の工事請負費につきましては、軒天改修工事の確定によるものであります。 

 ２目教育振興費５７万８,０００円の減額の補正は、１８節負担金補助及び交付金４３

万３,０００円、１９節扶助費１４万５,０００円の減額で、ともに確定見込みによる減

額であります。 

 次、３項中学校費１目学校管理費です。１１０万３,０００円の減額の補正でありま

す。７節報償費１０万円の補正は、国の３次補正の学校保健特別対策事業、感染症対策

等学校教育活動継続支援事業に係る通知によりまして、教職員の研修を行おうとするも

のでありまして、研修会講師の謝礼金を計上するものであります。これは、２分の１の

国の補助がございます。以下、１２節委託料１６万７,０００円、１４節の工事請負費１

０２万４,０００円、１８節負担金補助及び交付金１万２,０００円の減額は、いずれも

確定または確定見込みによる減額です。１４節の工事請負費につきましては、空調設備

の設置、電気設備改修工事の確定によるものであります。 

 ２目教育振興費１１８万３,０００円の減額の補正につきましては、１２節委託料２５

万１,０００円、１８節負担金補助及び交付金２７万８,０００円、６０ページに移りま

して、１９節扶助費６５万４,０００円の減額で、いずれも確定見込みによる減額であり

ます。 

 ４項社会教育費１目社会教育総務費は１,０６６万４,０００円の減額の補正でありま

す。いずれも確定または確定見込みによる減額でありますが、１節報酬は７万円の減

額、７節報償費は６２万３,０００円の減額で、このうち、謝礼金につきましては社会教

育推進事業におけます各種講座の中止などに伴う減額。８節旅費１０９万４,０００円、

１０節需用費１５万９,０００円、１１節役務費３万円、１３節使用料及び賃借料３万円

の減額、１８節負担金補助及び交付金８６５万８,０００円の減額で、補助金の文化芸術

鑑賞事業、交付金のリーダー養成講習会参加事業、中学生等海外派遣事業、冒険・体感

ｉｎとうきょうの実行委員会につきましては、いずれも中止による減額となっておりま

す。 

 ２目公民館費は、７節報償費で講座の中止による講師謝礼金２万円の減額。 

 ３目文化財保護費は４万５,０００円の減額の補正で、１節報酬１万５,０００円、１

２節委託料はユクエピラチャシの景観維持管理委託料で３万円の減額、いずれも確定に

よる減額であります。 

 ６２ページに移ります。 
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 ５項保健体育費１目保健体育総務費は５２万８,０００円の減額の補正で、各種講座、

大会、教室等の中止に伴う減額であります。７節報償費２１万４,０００円、１０節需用

費９万１,０００円、１３節使用料及び賃借料１万９,０００円、１８節負担金補助及び

交付金２０万４,０００円の減額。 

 ２目体育施設費は１２４万３,０００円の減額の補正で、体育施設の管理に係る経費の

確定に伴う減額であります。１節報酬費１０９万２,０００円の減額、８節旅費２万６,

０００円、１１節役務費７万円、１３節使用料及び賃借料５万５,０００円の減額で、１

１節の各種点検手数料につきましては、スケートリンクのホーキングマシンのシーズン

前の点検、１３節の作業用機械借上げは、テニスコートの転圧ローラー分で、建設業協

会のボランティアによります執行によりまして、執行しなかったことによる減額であり

ます。 

 ３目学校給食費につきましては１８２万６,０００円の減額の補正であります。１節報

酬費１１０万５,０００円、８節旅費６万９,０００円、１０節需用費６７万１,０００円

までの減額につきましては、確定見込みによる減額。１２節委託料の４万５,０００円の

補正につきましては、調理員の健康診断の確定によります３万４,０００円の減額と事業

系廃棄物処理事業の実績見込みによります７万９,０００円の増額となっております。１

３節使用料及び賃借料１万４,０００円の減額、６４ページに移りまして、１７節備品購

入費１万２,０００円の減額は確定見込みによります減額であります。 

 １１款災害復旧費１項農林水産業施設災害復旧費１目農業用施設災害復旧費８万３,０

００円の減額。 

 それから、２目林業用施設災害復旧費３万５,０００円の減額。 

 続いて、２項公共土木施設災害復旧費の１目道路橋りょう災害復旧費３万５,０００円

の減額の補正につきましては、いずれも８節旅費の確定による減額であります。 

 １２款公債費１項公債費は、１目元金７１万４,０００円の減額と２目利子１４６万

８,０００円の減額の補正で、令和元年度分の地方債の借入額の確定に伴う減額でありま

す。 

 ６６ページから７０ページに給与費明細書がありますので、こちらは後ほど御覧を頂

きたいと思います。 

 以上で、歳出を終わりまして、次に歳入の説明に移ります。１２ページをお開きくだ

さい。 

 １２ページ、１、歳入であります。 

 １款町税１項町民税１目個人４１９万３,０００円の補正につきましては、１節現年課

税分が本年度分の調定見込みによります３７１万２,０００円と、２節滞納繰越分が集納

率向上によります４８万１,０００円の追加の補正であります。 

 ２目法人１節現年課税分は、本年度分の調定見込みによる２２９万円の減額の補正。 

 ２項１目固定資産税８６８万３,０００円の補正は、１節現年課税分が本年度分の調定
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見込みによります８６２万１,０００円と、２節滞納繰越分が集納率向上によります６万

２,０００円の追加の補正。 

 ３項軽自動車税１目環境性能割１節現年課税分８０万２,０００円の減額と、２目種別

割１節現年課税分２０万１,０００円の増額は、いずれも実績見込みによる補正で、３目

軽自動車税１節滞納繰越分２万７,０００円の増額は、集納率向上によります補正であり

ます。 

 ４項１目町たばこ税１節現年課税分１２２万円の補正は、昨年１０月の税率引き上げ

によります増額。 

 ８款地方特例交付金１項１目地方特例交付金は、確定による２１５万８,０００円の補

正。 

 ９款地方交付税１項１目地方交付税につきましては、普通地方交付税の確定による現

在の留保額１億５,２８９万３,０００円の補正であります。これによりまして、普通地

方交付税の予算額につきましては、１９億９,９６９万５,０００円、特別地方交付税が

当初と変わらず１億８,０００万円、合わせて２１億７,９６９万５,０００円となりま

す。 

 １４ページに移ります。 

 １１款分担金及び負担金１項分担金１目農林水産業費分担金は、１節農業費分担金で

農業競争力基盤整備事業の実績見込みによります農家負担分９４万８,０００円の減額の

補正であります。 

 １２款使用料及び手数料１項使用料１目総務使用料８４８万７,０００円の減額の補正

は、１節行政財産使用料が宇宙地球科学館の総合観測室の電気使用量の確定見込みによ

ります５４万４,０００円の減額。４節ふるさと交流センター使用料は、利用者の減に伴

います２８８万８,０００円の減額。５節銀河の森宇宙地球科学館等使用料につきまして

も、利用者の減に伴います宇宙地球科学館７１万円、コテージ等で４３４万５,０００

円、合わせて５０５万５,０００円の減額。 

 ２目民生使用料６８万８,０００円の補正は、１節老人福祉使用料が高齢者福祉施設

「福寿荘」の使用料で確定見込みによります３７万１,０００円の減額と、２節児童福祉

使用料が広域入所保育料の１名増によります１０５万９,０００円の増額。 

 次のページに行きまして、２項手数料１目総務手数料は、１節総務手数料の現地目証

明手数料で確定見込みによる８,０００円の補正。 

 ２目衛生手数料は、１節衛生手数料の指定ごみ袋等販売手数料で販売実績の見込みに

よります６９万１,０００円の減額の補正であります。 

 次に、１３款国庫支出金１項国庫負担金１目民生費負担金１,０５５万２,０００円の

補正であります。１節社会福祉費負担金は、全て２分の１の負担金でありまして、国民

健康保険事業保険基盤安定負担金３２万９,０００円の減額、障害者介護給付費負担金１

９５万３,０００円の増額、身体障害者自立支援医療費負担金２３万９,０００円の増
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額、低所得者保険料軽減負担金７万３,０００円の減額。合わせまして１７９万円の増額

であります。２節児童福祉費負担金も２分の１の負担金でありまして、特例保育の単

価、それから保育児童の増によりまして子どものための教育・保育給付費負担金８７６

万２,０００円の増額であります。 

 １６ページに移ります。 

 ２項国庫補助金１目総務費補助金は、１節総務管理費補助金で２,３７３万６,０００

円の補正であります。社会保障・税番号制度導入整備補助金につきましては、制度運用

に伴う中間サーバー運用に係る負担金、それから個人番号カード交付申請等の増加によ

る負担金に対する補助２７８万６,０００円の増額。特別定額給付金の給付事業費事務費

は、確定による合わせまして２１９万４,０００円の減額。新型コロナウイルス感染症対

応地方創生臨時交付金２,３１４万４,０００円の減額は、冒頭説明した内容となってお

ります。 

 失礼しました。地方創生臨時交付金は２,３１４万４,０００円の増額であります。 

 なお、議案説明書資料ナンバー４に実施計画書予定の一覧表をつけておりますので、

後ほど御覧を頂きたいと思います。 

 ２目民生費補助金１２０万円の補正は、２節児童福祉費補助金で子育て支援拠点経費

の見直しによる子ども・子育て支援交付金の増額で、これは３分の１の補助となってお

ります。 

 ３目衛生費補助金は５４万９,０００円の減額の補正で、１節専用水道費補助金団体営

整備事業で、小利別地区の専用水道の長寿命化事業の確定に伴う減額。 

 ４目土木費補助金は１,４８４万８,０００円の減額の補正であります。１節道路橋

りょう費補助金が、橋りょう長寿命化修繕事業の確定見込みによる１,２０３万７,００

０円の減額。２節住宅費補助金は、新町団地の公営住宅建設等に係る社会資本整備総合

交付金の確定見込みによる２８１万１,０００円の減額。 

 ５目消防費補助金は、無線システム普及支援事業、Ｗｉ－Ｆｉ整備事業が補助の対象

外となったことによります８３４万３,０００円の減額であります。 

 ６目教育費補助金は２７万１,０００円の補正で、１節小学校費補助金４万７,０００

円、２節中学校費補助金９万２,０００円の増額は、国の３次補正によります補助金で、

２月に補正をしました感染症対策消耗品と今回補正している教職員の研修会の講師謝礼

に対する２分の１の補助であります。３節教育総務費補助金１３万２,０００円の増額

は、学校施設環境改善交付金が教員住宅建設等の確定によります７２万８,０００円の減

額と、へき地児童生徒援助費等補助金がスクールバス購入に係る補助の内定によります

８６万円の増額であります。 

 ３項委託金２目民生費委託金２,０００円の補正は、１節児童福祉委託金で児童扶養手

当特別児童扶養手当の事務費委託金１名に増による補正であります。 

 続きまして、１４款道支出金１項道負担金１目民生費負担金５１６万円の補正であり
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ます。１節社会福祉費負担金は、全て４分の１の負担金でありまして、国民健康保険事

業保険基盤安定負担金３８万１,０００円の増額、障害者介護給付費負担金９７万６,０

００円の増額、身体障害者自立支援医療費負担金１１万９,０００円の増額、低所得者保

険料軽減負担金３万７,０００円の減額。合わせまして、１４３万９,０００円の増額で

あります。２節児童福祉費負担金も４分の１の負担で、特例保育単価、保育児童の増に

よりまして子どものための教育・保育給付費負担金３７２万１,０００円の増額でありま

す。 

 １８ページに移ります。 

 ２項道補助金１目総務費補助金７５万円の減額の補正は、１節総務管理費補助金で地

方創生交付金ＵＩＪ就業支援事業の確定による減額。 

 ２目民生費補助金１２３万１,０００円の補正は、１節社会福祉補助金で権利擁護人材

育成事業補助金の確定によります３０万円の減額、遠隔手話サービス事業補助金の確

定、交付の決定によります３３万１０,０００円の増額。合わせまして３万１,０００円

の補正となっております。２節児童福祉補助金は、子育て支援拠点経費の見直しにより

ます子ども・子育て支援交付金の増額、これは３分の１の補助で１２０万円の補正と

なっております。 

 ３目衛生費補助金２６万１,０００円の減額の補正は、１節保健衛生費補助金で妊産婦

安心出産支援事業費補助金７万６,０００円、風疹抗体検査事業補助金１８万５,０００

円の減額で、いずれも確定見込みによる減額であります。 

 ４目農林水産業補助金は２億５,４０５万７,０００円の補正であります。１節農業費

補助金は、農業委員会活動促進事業補助金の確定見込みによります２８万８,０００円の

増額、中山間地域直接支払事業補助金も確定による１４５万円の減額、農業競争力基盤

強化特別対策事業補助金も確定によります３５万円の増額、畜産・酪農収益力強化整備

事業補助金は繰越明許事業でありまして２億５,４１０万１,０００円の増額、北海道国

有地等管理処分事業補助金は確定によります３万６,０００円の減額。合わせまして、２

億５,３２５万３,０００円の増額の補正となっております。２節林業費補助金は、森林

環境保全整備事業補助金の確定によります１０７万円の増額、小規模治山事業補助金も

確定による１９万円の減額、エゾシカ緊急対策事業補助金は、地域づくり総合交付金の

対象となりましたので５０万円の補正、林道東トマム高台線改良事業補助金は確定によ

ります５７万６,０００円の減額。合わせまして８０万４,０００円の増額の補正であり

ます。 

 ５目商工費補助金２１万８,０００円の減額の補正は、１節消費者対策費補助金で地方

消費者行政活性化交付金の確定見込みによる減額。 

 ６目教育費補助金１６万４,０００円の補正は、１節教育総務費補助金で地域学校協働

活動事業の確定による１６万４,０００円の増額であります。 

 ３項委託金１目総務費委託金は、２節徴収費委託金で道民税徴収委託金の実績見込み
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による１２４万円の補正。 

 ３目農林水産業補助金費委託金は、１節農業費委託金で繰越明許費となります第２上

陸別地区畑地帯総合整備事業監督等補助委託金で１８万４,０００円の補正であります。 

 次に、１５款財産収入１項財産運用収入１目財産貸付収入は、１万４,０００円の減額

の補正です。１節土地建物貸付収入の定住促進住宅貸付収入は、入居者の増による１８

万６,０００円の増、移住産業研修センター貸付収入は確定見込みによる２０万円の減額

であります。 

 ２０ページを御覧ください。 

 ２項財産売払収入２目物品売払収入２８２万６,０００円の減額の補正につきまして

は、１節生産物売払収入で町有林管理事業の確定における素材売払収入の減額。 

 １６款寄附金１項寄附金２目指定寄付金４５０万１,０００円の補正であります。１節

総務費寄附金は、ふるさと整備資金が指定寄附分が７件、１０３万円。ふるさと納税分

１０６件、１４４万円。ふるさと銀河線跡地活用等振興資金がふるさと納税分が４６

件、８１万９,０００円。町有林整備資金がふるさと納税分１３件、１９万円。合わせま

して、３４７万９,０００円の補正。２節教育費寄附金は給食センター管理運営資金で、

ふるさと納税分が２３件、３３万３,０００円。スポーツ振興基金が５件、５万円。合わ

せまして３８万３,０００円の補正。３節民生費寄附金は、地域福祉資金でふるさと納税

分２６件、３２万６,０００円の補正。４節農林水産業費寄附金は、いきいき産業支援資

金でふるさと納税分が２３件、３１万３,０００円の補正であります。 

 次に、１７款繰入金１項基金繰入金４目いきいき産業支援基金繰入金は、繰越明許費

となりますバイオマス事業に８４０万円と、民間活用住宅建設事業に１,５１０万円を充

当しまして、商工業振興事業のプレミアム商品券発行事業の確定によりまして４８０万

円の減額。合わせまして、１,８７０万円の補正。 

 ８目公共施設等維持管理基金繰入金は、診療所のエアコン設置、保健センターの排煙

窓の改修事業に新型コロナウイルス感染対応地方創生臨時交付金を充当いたしましたの

で、７００万円の減額の補正であります。 

 １１目森林環境譲与税基金繰入金は、森林担い手対策推進事業の確定見込みによりま

す２９３万２,０００円の減額。 

 １８款繰越金１項１目繰越金は、１節前年度繰越金で３,６４９万９,０００円を補正

します。前年度繰越金４,６４９万９,０００円全額の計上となっております。 

 続きまして、１９款諸収入１項延滞金加算金及び過料１目延滞金１７万５,０００円の

補正は、実績見込みによります町税延滞金の補正。 

 続きまして、２２ページに移りまして、３項貸付金元利収入１目家畜導入貸付金収入

は、優良家畜導入貸付金の繰上償還金で９頭分、３９６万４,０００円の補正。 

 ４項３目雑入は２５２万３,０００円の減額の補正であります。３節高齢者福祉施設負

担金は、「福寿荘」入居者の負担金でありまして、実績による８３万３,０００円の減
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額。４節学校給食費等につきましても、確定見込みによります９１万６,０００円の減

額。７節雑入も確定または確定見込みによる７７万４,０００円の減額の補正でありま

す。宝くじ交付金は、サマージャンボ分が増えまして１１４万８,０００円の増額、健康

診査等個人負担金３１万円の減額、農業者年金基金業務委託手数料３万４,０００円の増

額、支障物件移設補償費は道営農道整備事業に係る分の確定で１３９万３,０００円の減

額と高速道路工事に係る分の確定で６万３,０００円の減額。合わせまして１４５万６,

０００円の減額。移住産業研修センター賄い負担金で１９万円の減額となっておりま

す。 

 続きまして、２０款町債１項町債１目総務債２０万円の減額の補正であります。１節

総務債で庁舎・タウンホール改修事業の確定による減額。 

 ２目衛生費５４０万円の減額の補正は、１節清掃債で塵芥収集車両購入事業の確定の

５００万円の減額と、２節水道債で小利別地区専用水道整備事業の確定による４０万円

の減額。 

 ３目農林水産業債１,７９０万円の減額の補正につきましては、１節農業債が１,５０

０万円の減額で、内訳につきましては、第２上陸別地区畑地帯総合整備事業の繰越明許

費となる補正予算の計上によります１,６１０万円の増額、家畜糞尿共同処理施設整備事

業の確定による１,９５０万円の減額、トマム地区農地整備事業の繰越明許費による補正

予算の計上によります２０万円の増額、中斗満地区農地整備事業の確定によります９０

万円の減額、中陸別地区農道整備特別対策事業の事業の確定による１,１５０万円の減

額、陸別地区草地畜産基盤整備事業の確定見込みによります６０万円の増額となってお

ります。２節林業債が２９０万円の減額であります。内訳としまして、林道東トマム高

台線改良事業の確定による６０万円の減額、陸別地区小規模治山事業の確定による２０

万円の減額、林道側溝整備事業の確定見込みによる１４０万円の減額、林道法面補修事

業の確定見込みによる７０万円の減額となっております。 

 続きまして、２４ページです。 

 ４目土木債８２０万円の減額の補正は、１節道路橋りょう債が７３０万円の減額で、

内訳が町道宮下本通り道路整備事業の確定による９０万円の減額、共和橋改修事業の確

定見込みによる２０万円の減額、蹄橋改修事業の確定見込みによる４３０万円の減額、

陸別橋改修事業確定見込みによる３０万円の減額、町道法面補修事業確定見込みによる

９０万円の減額、緑橋改修事業の確定見込みによる７０万円の減額となっております。

２節住宅建設費は、新町集会所建設事業の確定による９０万円の減額であります。 

 ５目消防債３６０万円の補正は、１節消防債で消防自動車購入事業の確定によります

５０万円の減額と、指定避難所Ｗｉ－Ｆｉ整備事業の確定見込みによる４１０万円の増

額でありまして、Ｗｉ－Ｆｉ整備につきましては、国庫補助の対象外となったことか

ら、緊急防災減災対策事業の地方債を借り入れようとするものであります。 

 ６目教育債８３０万円の減額の補正は、１節教育総務債で教員住宅建設事業の確定に
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よる７３０万円の減額。２節の学校教育施設整備債で、スクールバス購入事業の確定に

よる１００万円の減額。 

 ８目減収補てん債３８１万円の補正は、新型コロナウイルス感染症の影響による地方

消費税などの追加項目分であります。 

 続きまして、２１款法人事業税交付金１項１目法人事業税交付金につきましては、新

設科目でありまして、１３２万４,０００円の計上でありますが、令和２年度から道が徴

収しました法人事業税の一部を市町村に配分する制度となっております。 

 以上で歳入を終わりまして、次に６ページになります。 

○議長（本田 学君） 昼食のため午後１時まで休憩いたします。 

休憩 午後 ０時０１分 

再開 午後 １時００分 

○議長（本田 学君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 早坂副町長。 

○副町長（早坂政志君） それでは、午前中に引き続きまして予算書６ページをお開き

いただきたいと思います。 

 第２表繰越明許費で、左から款、項、事業名、金額となっております。 

 上から２款総務費１項総務管理費、民間活用住宅建設事業２,５２０万円。 

 ４款衛生費２項清掃費、下水道建設負担金事業につきましては、十勝圏複合事務組合

の汚泥処理施設更新分で４,０００円。 

 ６款農林水産業費１項農業費、畜産団体補助事業は畜産酪農収益力強化整備等特別対

策事業で、２億５,４１０万１,０００円。同じく６款農林水産業費１項農業費、道営農

地整備事業トマム地区１８０万６,０００円。同じく６款農林水産業費１項農業費、道営

担手畑地帯総合整備事業につきましては、第２上陸別地区で５,５６２万４,０００円。 

 ９款消防費１項消防費、公共施設等感染拡大防止・換気整備事業につきましては、消

防庁舎へのエアコンの設置で４８６万２,０００円。 

 １０款教育費２項小学校費、新型コロナウイルス感染症対策事業８０万６,０００円。

同じく１０款教育費３項中学校費、新型コロナウイルス感染症対策事業２１８万円であ

ります。 

 ７ページに移りまして、第３表債務負担行為補正追加分で、左から事項、期間、限度

額は表のとおりであります。なお、庁舎警備清掃業務から次のページ、８ページ、陸別

町体育施設委託業務まで、期間はいずれも令和３年度で４月１日から新年度の業務を開

始するために４月１日の契約としなければならないために、３月中に入札を執行するた

めの債務負担行為であります。内容については、記載のとおりであります。本予算が議

決されましたら、速やかに入札を行いたいと考えております。 

 それでは、８ページの下の表になります。債務負担行為の変更であります。 

 変更の事項は、当初予算で議決頂きました令和２年度陸別町中小企業経営安定利子補
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給で、期間に変更はございませんが、新型コロナウイルス感染症対策による融資の増加

に伴いまして、限度額を２１５万円から６１８万３,０００円に変更するものでありま

す。 

 続きまして、９ページ。第４表地方債補正であります。 

 まず、追加分からでありますけれども、今回の補正予算で新たに計上いたしました事

業となります。 

 起債の目的は、防災・減災・国土強靱化緊急対策事業の第２上陸別地区畑地帯総合整

備事業で、限度額は４,１２０万円。この事業は、繰り越しの事業になりまして、国の補

正予算債となっております。次が、減収補てん債で限度額が３８１万円であります。起

債の方法は普通貸借または証券発行、利率は４.０％以内。ただし、利率の見直しを行っ

た後においては、当該見直しごとの利率。償還の方法は、借入先の融通条件による。た

だし、町財政の都合により据置期間の短縮、もしくは繰上償還をすることができるであ

ります。 

 次に、変更分でありますが、起債の目的、補正前の限度額、利率、補正後の限度額、

それから利率を記載しております。 

 公共事業等におきましては、限度額の合計額が補正前で９８０万円、補正後３７０万

円で、６１０万円の減額となっております。内容につきましては、先ほど町債の欄で増

減額を説明しておりますので、省略をさせていただきます。 

 続きまして、その下の一般単独事業（緊急防災・減災対策事業）です。 

 限度額の合計につきましては、補正前が３,４４０万円。補正後が３,８３０万円。３

９０万円の増額であります。こちらも内容につきましては、先ほど説明したとおりであ

ります。 

 その次の、一般単独事業（緊急自然災害防止対策事業）であります。 

 この事業の限度額の合計につきましては、補正前が５,１７０万円、補正後が４,８５

０万円で３２０万円の減額であります。１０ページの途中まで詳細が出ておりますが、

内容については、先ほど説明のとおりであります。 

 続きまして、１０ページの一番下の表、過疎対策事業になります。 

 こちらの合計額につきましては、補正前が７億４,６８０万円、補正後が６億７,４６

０万円で、７,２２０万円の減額であります。こちらにつきましても、内容については記

載のとおりでありまして、増減額については、先ほど町債で説明したとおりでありま

す。なお、補正前、補正後の利率につきましては、起債のとおりであります。 

 以上で、議案第 7 号を終わりまして、次に、議案第８号に移ります。 

 議案第８号令和２年度陸別町の国民健康保険事業勘定特別会計補正予算（第２号）

は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算の補正。 

 第１条第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正
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後の歳入歳出予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」による。 

 それでは、これより事項別明細書により説明いたします。 

 歳出から説明いたしますので、７ページをお開きください。 

 ７ページ、２、歳出であります。 

 １款総務費１項総務管理費１目一般管理費１,４１１万９,０００円の補正でありま

す。８節旅費は、書面会議の実施ですとか会議等の中止によりまして２４万３,０００円

の減額。２４節積立金は、国民健康保険基金への１,４３６万２,０００円の積み立てで

ありまして、こちらは前年度清算に係る道の配分により積み立てるものであります。 

 ３項１目運営協議会費１８万５,０００円の減額の補正も、会議等の中止等によりま

す。１節報酬１０万６,０００円、８節旅費７万９,０００円の減額であります。 

 ６款保健事業費２項１目保健事業費は、２０万１,０００円の減額の補正であります。

８節旅費は、先ほど同じく会議等の中止による７万円の減額。１０節需用費、印刷製本

費は新型コロナウイルス感染症対応での広報への記事掲載によります２万３,０００円の

増額。１２節委託料は、ふれあい広場の中止による１５万４,０００円の減額でありま

す。 

 ８ページを御覧ください。 

 ７款諸出金３項繰出金１目直営診療施設勘定繰出金２７節繰出金は、国民健康保険直

営診療施設勘定特別会計繰出金でありまして、こちらは特別調整交付金の算定によりま

す１,７７８万４,０００円の補正であります。 

 以上で歳出を終わりまして、次に歳入の説明に移ります。４ページをお開きくださ

い。 

 １、歳入であります。 

 １款国民健康保険税１項１目国民健康保険税は、２０６万１,０００円の補正でありま

す。１節現年課税分は、今年度の調定に基づきまして２７４万７,０００円の補正であり

ます。医療分が２３万７,０００円の増額、介護分が２８万２,０００円の減額、高齢者

支援分が２７９万２,０００円の増額が内訳となっております。２節滞納繰越分は、実績

に応じた見込みで６８万６,０００円の減額の補正。医療分３８万９,０００円の減額、

介護分１０万１,０００円の減額、高齢者支援分１９万６,０００円の減額が内訳であり

ます。 

 ２款国庫支出金１項国庫補助金１目災害臨時特例補助金は、新型コロナウイルス感染

症対応分の確定見込みによる４８万２,０００円の補正であります。 

 ３款道支出金１項道負担金１目保険給付費等負担金は、２節保険給付費等交付金（特

別交付金）で、算定に基づく見込額１,７７８万４,０００円の補正で、この全額が直診

会計への繰出金となります。 

 ５款繰入金１項他会計繰入金１目一般会計繰入金は６万８,０００円の補正でありま

す。１節保険基盤安定繰入金の確定による補正で、保険税軽減分が７２万７,０００円の
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増額、保険者支援分が６５万９,０００円の減額であります。 

 ２項基金繰入金１目国民健康保険基金繰入金は、１,０６８万７,０００円の補正で、

今年度分の道の配分によります増額の充当であります。 

 ６ページを御覧ください。 

 ６款繰越金１項１目繰越金は、１節前年度繰越金１７万９,０００円の補正で、前年度

繰越額の残り全額の計上であります。。 

 ７款諸収入１項延滞金加算金及び過料１目延滞金２５万６,０００円の補正は、国保税

の延滞金で、実績によります計上であります。 

 以上で議案第８号を終わりまして、次に、議案第９号の説明に移ります。 

 議案第９号令和２年度陸別町の国民健康保険直営診療施設勘定特別会計補正予算（第

５号）は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算の補正。 

 第１条第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正

後の歳入歳出予算の金額は「第１表歳入歳出予算補正」による。 

 債務負担行為。 

 第２条、地方自治法第２１４条の規定により債務を負担することができる事項、期間

及び限度額は「第２表債務負担行為」による。 

 それでは、これより事項別明細書により説明いたします。歳出から説明いたしますの

で６ページをお開きください。 

 ６ページ、２、歳出でありす。 

 １款総務費１項施設管理費１目一般管理費は、７１２万１,０００円の減額の補正であ

ります。１節報酬は、会計年度任用職員の報酬でありますが、臨時看護師、臨時調理員

の実績見込みで２９６万３,０００円の減額。臨時医師等は、新型コロナウイルス感染症

対応で、当町の医師の土日の対応が増加したことなどによります３６２万５,０００円の

減額。合わせまして、６５８万８,０００円の減額。７節報償費は、医療従事者講習会の

未実施によります３万円の減額。８節旅費は、今後の臨時医師、臨時看護師の雇用によ

りまして会計年度任用職員の通勤に係る費用弁償、合わせて３６万７,０００円の増額。

１１節役務費は、臨時看護師の紹介手数料の確定見込みによる１１７万円の減額。１２

節委託料は、所内の自動火災報知器整備によりまして３０万円の増額であります。この

整備につきましては、診療所内の感染防止対策の措置としまして、規定予算によりまし

てＣＴ室前と病棟内に、それぞれのエリアを仕切るための扉を設置したところでありま

すが、これによりまして、消防法上、自動火災報知器設備２台、誘導灯２台、非常用照

明３台の設置が必要となりましたので、これらを整備しようとするものであります。 

 ２項１目研究研修費は、８節旅費で医療従事者の各種研修会等への中止、または不参

加による１１０万６,０００円の減額の補正であります。 

 次に、２款医業費１項医業費２目医療用消耗機材費でありますが、１１節役務費は、
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感染症対策によりますクリーニング回数の増加に伴いまして、１４万円を補正しようと

するものであります。 

 なお、８ページから１０ページに給与費明細書がありますので、後ほど御覧くださ

い。 

 以上で、歳出を終わりまして、次に歳入の説明に移ります。５ページを御覧くださ

い。 

 １、歳入であります。 

 １款診療収入２項外来収入１目国民健康保険診療報酬収入１節現年度は、外来患者の

減によります２０６万４,０００円の減額。 

 ３目後期高齢者診療報酬収入１節現年度も同様に外来患者の減による６０２万２,００

０円の減額であります。 

 ５款繰入金１項他会計繰入金１目一般会計繰入金１節一般会計繰入金は、財政対策分

で１,７７８万５,０００円の減額の補正。 

 ２目国保事業勘定特別会計繰入金は、国保会計で説明いたしました特別調整交付金分

１,７７８万４,０００円の増額の補正であります。 

 以上で歳入を終わりまして、次に４ページを御覧ください。 

 予算書４ページは、第２表債務負担行為であります。事項、期間、限度額について記

載をしております。 

 診療所清掃等委託業務から電子カルテシステム保守委託業務まで記載のとおりであり

ます。期間につきましては、いずれも令和３年度であります。この債務負担行為につき

ましても、一般会計で説明しましたとおり、４月１日契約をするために３月中の入札執

行を予定しております。 

 以上で、議案第９号を終わりまして、次に議案第１０号の説明に移ります。 

 議案第１０号令和２年度陸別町の簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）は、次に

定めるところによる。 

 歳入歳出予算の補正。 

 第１条第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正

後の歳入歳出予算の金額は「第１表歳入歳出予算補正」による。 

 債務負担行為。 

 第２条、地方自治法第２１４条の規定により債務を負担することができる事項、期間

及び限度額は「第２表債務負担行為」による。 

 それでは、これより事項別明細書により説明いたします。歳出から説明いたしますの

で、６ページをお開きください。 

 ６ページ、２、歳出であります。 

 １款総務費１項総務管理費１目一般管理費は４２万４,０００円の減額の補正で、いず

れも確定見込みによる減額であります。１節報酬につきましては、水道下水道審議会委
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員の報酬で６万１,０００円の減額、８節旅費は７万円の減額、１０節需用費は納付書の

印刷で８万６,０００円の減額、１２節委託料は２０万７,０００円の減額。 

 ２款施設費１項施設管理費１目施設維持費は１６５万１,０００円の減額の補正であり

ます。この目につきましても、いずれも確定または確定見込みによる減額であります。

次のページにあります１７節備品購入費７６万２,０００円の減額につきましては、水道

メーター器の購入の確定による減額であります。なお、８ページに給与費明細書があり

ますので、後ほど御覧を頂きたいと思います。 

 以上で歳出を終わりまして、次に歳入の説明に移ります。５ページをお開きくださ

い。 

 １、歳入です。 

 ３款繰入金１項他会計繰入金１目一般会計繰入金１節一般会計繰入金につきまして

は、財政対策分２０３万１,０００円の減額の補正。 

 ５款諸収入１項１目雑入は、１節雑入で、下水道料金事務負担金の確定による４万４,

０００円の減額の補正であります。 

 以上で歳入を終わりまして、次に、４ページを御覧ください。 

 第２表債務負担行為であります。事項、期間、限度額については記載のとおりであり

ます。 

 簡易水道施設維持委託業務８３４万９,０００円、期間は令和３年度であります。この

債務負担行為につきましても、先ほどと同様、４月１日契約のため、３月中の入札執行

を予定しております。 

 以上で、議案第１０号を終わりまして、次に議案第１１号の説明に移ります。 

 議案第１１号令和２年度陸別町の公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）は、次

に定めるところによる。 

 歳入歳出予算の補正。 

 第１条第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正

後の歳入歳出予算の金額は「第１表歳入歳出予算補正」による。 

 債務負担行為。 

 第２条、地方自治法第２１４条の規定により債務を負担することができる事項、期間

及び限度額は「第２表債務負担行為」による。 

 それでは、これより事項別明細書により説明いたします。 

 歳出、６ページをお開きください。 

 ２、歳出でありす。 

 １款総務費１項総務管理費１目一般管理費８節旅費は、確定による１０万４,０００円

の減額の補正です。 

 ２款施設費１項施設管理費１目施設維持費は、これも確定または確定見込みによりま

す４４９万４,０００円の減額の補正です。１０節需用費の光熱水費は、電気料の実績見
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込みによります５７万７,０００円の減額。１２節委託料は、浄化センターの維持管理業

務の確定による３９１万７,０００円の減額。 

 ３款事業費１項下水道整備費１目下水道建設費８節旅費は、確定による１１万７,００

０円の減額の補正であります。 

 以上で歳出を終わりまして、次に歳入の説明に移ります。 

 ５ページをお開きください。 

 １、歳入であります。 

 ４款繰入金１項他会計繰入金１目一般会計繰入金１節一般会計繰入金は、財政対策分

４７１万５,０００円の減額の補正であります。 

 以上で歳入を終わりまして、次に４ページを御覧ください。 

 第２表債務負担行為であります。事項、期間、限度額についての記載であります。 

 陸別浄化センター維持委託業務３,５８７万１,０００円、期間は令和３年度でありま

す。この債務負担行為も、先ほどと同様４月１日契約のため、３月中の入札執行を予定

しております。 

 以上で、議案第１１号を終わりまして、次に議案第１２号の説明に入ります。 

 議案第１２号令和２年度陸別町の介護保険事業勘定特別会計補正予算（第３号）は、

次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算の補正。 

 第１条第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正

後の歳入歳出予算の金額は「第１表歳入歳出予算補正」による。 

 歳出から説明いたしますので、７ページをお開きください。 

 ２、歳出であります。 

 １款総務費１項総務管理費１目一般管理費８節旅費は、会議の中止による１０万４,０

００円の減額の補正であります。 

 ２款保険給付費１項介護サービス等諸費１目居宅介護サービス給付費１８節負担金補

助及び交付金、居宅介護サービス給付費は、介護区分の重度化、サービス提供の増加に

よります４１万４,０００円の増額の補正。 

 ２目居宅介護サービス計画給付費１８節負担金補助及び交付金、居宅介護サービス計

画給付費は、実績見込みによります１７万９,０００円の増額の補正。 

 ３目施設介護サービス給付費１８節負担金補助及び交付金、施設介護サービス給付費

は、特別養護老人ホーム利用者の減の見込みによります１５６万円の減額の補正。 

 ５目居宅介護住宅改修費１８節負担金補助及び交付金、住宅改修費は、利用の見込み

の減によります４５万円の減額の補正であります。 

 ８ページを御覧ください。 

 ２項介護予防サービス等諸費１目介護予防サービス給付費１８節負担金補助及び交付

金、居宅介護サービス給付費は、介護区分の変更による利用者の減によります２７６万
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円の減額の補正。 

 それから、３目介護予防福祉用具購入費１８節負担金補助及び交付金、福祉用具購入

費１５万２,０００円の減額の補正は、１人当たりの給付額が上限の９万円未満だったこ

とによる減額であります。 

 ４目介護予防住宅改修費１８節負担金補助及び交付金、住宅改修費は、利用者の減の

見込みによる３６万円の減額の補正であります。 

 失礼しました。先ほど説明しました１目の介護予防サービス給付費の居宅介護サービ

ス給付費ですが、これは介護区分の重度化によりまして、介護予防ではなく、介護給付

費の事業を受けたことにより、利用者が減となったことで２７６万円の減額の補正であ

ります。 

 それでは、一番下、次に３款地域支援事業費１項１目介護予防・生活支援サービス事

業費１２節委託料、総合事業委託料は、訪問型サービスＡの委託料で、当初見込みより

３名の利用者減及び利用回数の減によりまして１２９万５,０００円の減額の補正であり

ます。 

 ３項包括的支援事業・任意事業費１目包括的継続的ケアマネジメント支援事業費は、

８節旅費で会議の中止等による２８万９,０００円の減額の補正。 

 ２目任意事業費１９節扶助費地域生活支援費は、成年後見人制度利用報酬の助成分の

利用がなかったことによる３３万６,０００円の減額の補正。 

 ３目認知症総合支援事業費は、８節旅費で会議の中止等による１６万５,０００円の減

額の補正であります。 

 以上で、歳出を終わりまして、次に歳入の説明に移ります。 

 ４ページをお開きください。 

 ４ページ、１、歳入であります。 

 歳入につきましては、議案説明書の資料ナンバー１２と１３に先ほど歳出で計上しま

した補正予算に対応する介護給付費財源充当資料と地域支援事業財源充当資料がありま

すので、後ほど御覧頂きたいと思います。 

 ４ページから説明いたします。 

 １款介護保険料１項介護保険料１目第１号被保険者保険料１節現年度分は、確定見込

みによる普通徴収保険料１１８万３,０００円の減額、特別徴収保険料６３万４,０００

円の減額、合わせて１８１万７,０００円の減額の補正であります。 

 ２款国庫支出金１項国庫負担金１目介護給付費負担金１節現年度分の介護給付費負担

金８６万１,０００円の減額につきましては、歳出の介護給付費に係る国の負担分２０

％、施設分は１５％のルール分であります。 

 ２項国庫補助金１目調整交付金１節調整交付金３９万８,０００円の減額補正につきま

しては、歳出の介護給付費に係る８.４９％のルール分。 

 ２目地域支援事業交付金１節現年度分５９万５,０００円の補正は、歳出の介護予防・
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日常生活支援総合事業に係る２０％のルール分、２９万１,０００円の減額と、介護予

防・日常生活支援総合事業以外の地域支援事業に係る３８.５％のルール分、３０万４,

０００円の減額。 

 ３款道支出金１項道負担金１目介護給付費負担金１節現年度分の介護給付費負担金６

６万４,０００円の減額の補正は、歳出の介護給付費に係るルール分で１２.５％、施設

分が１７.５％分。 

 ２項道補助金１目地域支援事業交付金１節現年度分２９万９,０００円の減額の補正

は、歳出の介護予防・日常生活支援総合事業に係る１２.５％分、１４万６,０００円の

減額。介護予防・日常生活支援総合事業以外の地域支援事業に係る１９.２５％のルール

分１５万３,０００円の減額であります。 

 ４款支払基金交付金１項支払基金交付金１目介護給付費交付金１節現年度分の介護給

付費交付金１２６万６,０００円の減額の補正は、歳出の介護給付費に係るルール分２７

％分。 

 ２目地域支援事業支援交付金１節現年度分３１万５,０００円の減額の補正は、地域支

援事業に係る２７％のルール分であります。 

 ６ページをお開きください。 

 ６款繰入金１項他会計繰入金１目一般会計繰入金は、１１３万３,０００円の減額の補

正であります。１節介護給付費繰入金の介護給付費分５８万６,０００円の減額は、歳出

の介護給付費に係るルール分で１２.５％分。２節事務費繰入金は、１０万４,０００円

の減額、３節地域支援事業繰入金２９万７,０００円の減額につきましては、歳出の介護

予防・日常生活支援総合事業に係る１２.５％分、１４万５,０００円の減額と介護予

防・日常生活支援総合事業以外の地域支援事業に係る１９.２５％分、１５万２,０００

円の減額。４節低所得者保険料軽減繰入金は、対象者の減によります１４万６,０００円

の減額であります。 

 ２項基金繰入金１目介護給付費準備基金繰入金は、介護保険料減額のため、基金から

５９万９,０００円を補正し、繰り入れるものであります。 

 ８款諸収入３項４目雑入１節雑入は、総合事業利用者の減によります利用者負担金１

２万９,０００円の減額の補正であります。 

 以上で、議案第７号から議案第１２号までの説明を終わります。 

 以後、御質問によってお答えしてまいりますので、御審議のほどよろしくお願いいた

します。 

 以上であります。 

○議長（本田 学君） これから、議案第７号令和２年度陸別町一般会計補正予算（第

７号）の質疑を行います。 

 第１条、歳入歳出予算の補正のうち、歳出の逐条質疑を行います。 

 事項別明細書は、２６ページからを参照してください。 
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 １款議会費２６ページから、２款総務費３５ページまで。 

 ３番久保議員。 

○３番（久保広幸君） それでは、３０ページ、３１ページに関係いたします歳出の２

款総務費の１項総務管理費１１目交流センター管理費１２節委託料の宿泊研修施設管理

費２３１万５,０００円の減額。それと、１２目の銀河の森管理費の１１節委託料コテー

ジ村管理１５４万５,０００円の減額についてであります。 

 これらは、いずれも歳入の使用料にも関係するものでありますが、新型コロナウイル

ス感染症の感染拡大に伴う人の移動の抑制や自粛などによって、利用が減ったものと、

そのような説明でありましたが、この減額に係る管理費の業務内容といたしましては、

労働者の労務費と、そのような理解でよろしいかお伺いいたします。 

 以上です。 

○議長（本田 学君） 今村産業振興課長。 

○産業振興課長（今村保広君） それでは、ただいまのオーロラハウスとコテージ村の

宿泊に関する今回の減額分の説明をしたいと思います。 

 今回の減額分につきましては、宿泊が、やはり新型コロナウイルス感染症の関係で、

オーロラハウスであれば、例年より約８００人減少しております。コテージ村であれ

ば、約２６０棟分、前年より減少しております。それらに合わせて、出来高分というこ

とで、その分の経費が削減となりますが、この出来高分の考え方でございますが、議員

御指摘のとおり、人件費がかなりの分を占めております。人件費、そのほかに入ってお

りますのが、それぞれに対するリネンとか消耗品の費用、そういうような若干の経費も

入っておりますが、基本的には人件費分がほとんどでございます。 

○議長（本田 学君） ３番久保議員。 

○３番（久保広幸君） ただいま説明頂きまして、この減額の大きなものは、やはり人

件費ということでありまして、働いている方の勤務シフト、この削減に伴う減収への対

応が行われたということでありますが。ここで働く方は恐らく雇用保険の被保険者では

ないと思いますので、公的な休業支援の対象にはならなかったと思います。本来であれ

ば、先ほど説明ありましたように、出来高による委託料の算定というのは、当然正しい

のだろうと思いますが、現在のような状況下において、勤務シフトの削減による減収の

支援として、労務費を維持するような考えを持たなかったのかということについてお伺

いいたします。 

○議長（本田 学君） 今村産業振興課長。 

○産業振興課長（今村保広君） 両施設の今のような御質問でございますが、実は、こ

の出来高部分というのを積算するときに、通常の委託業務でありますので、その受託者

にとって経常的にかかる費用というのものを一定程度、定額分ということで、実は業務

的に補償をしております。この実際の、それぞれ委託業者が雇用している方に対する直

接の補塡、補償、助成などは、現時点では町としてはございませんが、先ほど申し上げ
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たとおり、委託者に一定程度の経常的にかかる費用ということを基本額として補償し

て、契約を結ばせていただいております。 

○議長（本田 学君） ３番久保議員。 

○３番（久保広幸君） ただいまの説明から行きますと、ある面、その契約の内容で、

想定の範囲内で対応できると、そのような解釈の中で、特段の配慮はしなかったと。そ

のような理解でよろしいですか。 

○議長（本田 学君） 今村産業振興課長。 

○産業振興課長（今村保広君） 特段、新型コロナウイルス感染症ということでは対応

しておりませんが、この委託料の経常的な部分のどれぐらいが経常的かということにつ

いては、毎年の条件などを、状況などを見まして、委託料の積算にはそういうものをい

ろいろ反映させております。特段、今回は、新型コロナウイルス感染症ということでは

スタートしておりませんでした。 

○議長（本田 学君） ほかに２６ページから３５まで、ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田 学君） 次に、３款民生費３６ページから、４款衛生費４３ページ下段

まで。 

 ３番久保議員。 

○３番（久保広幸君） それでは、３点お伺いいたします。 

 まず一つ目は、３６ページ、３款民生費１項社会福祉費１目社会福祉総務費の１８節

負担金補助及び交付金で、訪問介護事業１１８万４,０００円の減額についてでありま

す。 

 この訪問介護事業補助金につきましては、介護保険事業勘定特別会計に計上されてお

ります居宅介護サービス給付費の訪問介護事業費、これで不足する分を補助金で補うと

いう形でありまして、社会福祉協議会が運営している事業と、そのように理解しており

ます。 したがいまして、一般会計における補助金を減額できるということは、介護保

険事業勘定特別会計における居宅介護サービスの利用者が増えて、報酬の増収が見込め

ると。そのような状況になっていることなのかということが、まず１点であります。 

 それから、２点目が、３７ページの同じく民生費の２目の老人福祉費１２節委託料、

高齢者在宅生活支援事業で１万７,０００円の減額についてでありますが。これは、いき

がいホーム通所事業の委託料でありまして、この当初予算額は５３７万４,０００円であ

ります。それに対して、１万７,０００円の減額でありますから、利用者数については、

大きな変動がなかったと、そのような理解でいいのかお伺いいたします。 

 それから、３点目であります。３８ページの同じく２目老人福祉費の１８節負担金補

助及び交付金の介護予防日常生活支援総合事業の運営事業１３１万５,０００円の増額に

ついてであります。 

 これは、訪問型サービスＡの事業に対する補助金でありますが、その介護保険事業勘
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定特別会計における当初予算では、利用者は最初は６人で延べ利用日数６８２日と、そ

のような理解で１７６万円が計上されていたと、そのように記憶しております。後ほど

出てきます、この特別会計のほうの予算案では、１２９万５,０００円の減額が提案され

ております。 

 このことから推しはかりますと、当初の計画に対して、１７６万円に対して１２９万

５,０００円の減額でありますから、大きく事業量が減ったのだと、そのように思いま

す。この一般会計の増額補正によって、先ほどの総務費の関係とは逆になるのですが、

この増額補正によって、従業者、働いている方の雇用が維持できたと、そのような理解

でよろしいかお伺いいたします。 

 以上、３点でございます。 

○議長（本田 学君） 丹野保健福祉センター次長。 

○保健福祉センター次長（丹野景広君） それでは、１点目、３６ページの件でありま

す。 

 訪問介護事業の補助金の減額につきましては、議員お見込みのとおり、介護事業のほ

うでの収入増であります。収入増は７０万円程度で、実は、歳出の減、いわゆる人件費

の減少とかありまして、この金額の補正となっております。実際のところ、介護予防、

介護と合わせて、利用者は、実数は毎月調べておりますけれども、１５人程度で推移し

ておりますが、利用の出入りはあります。それなので、その使用の回数ですとか、使用

の時間だとかで介護報酬、利用収入が増えたということで、お見込みのとおりでござい

ます。 

 続きまして、３７ページの委託料、高齢者在宅支援事業の１万７,０００円の減額は、

これは入札執行残でございまして、人数等々、そういうことではなくて、入札を行った

結果の残の今回の補正でございます。 

 利用者の内容ですけれども、いわゆるチェックリストという事業対象者は、お一人い

らっしゃいまして、あと要支援１の方が３人いらっしゃいまして、何も持たない方とい

うことで４名いらっしゃいまして、計８名で事業を動いております。 

 続きまして、３点目。３８ページの１８節介護予防日常生活総合運営事業ですけれど

も、増額については、当初の見込みの回数との差、いわゆる、さらに本補助金の算定基

準が平成２８年度スタート基準から変わっていないのかということだと思いますが、変

わってはおりません。利用回数につきまして、利用者６人で当初見て、マックスで６８

２回見ておりましたけれども、実数的には、延べ人数は６人いらっしゃったのですが、

実際の使用が非常に少なくて、実際は１７７回を見込んでおります。ですので、５０５

回の減ということになります。御質問にありました運営のいわゆる補償というか、そう

いうことでの介護収入、介護保険からの支出が減った分、こちらも委託料で増額を見る

という形になっております。 

 以上です。 
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○議長（本田 学君） ３番久保議員。 

○３番（久保広幸君） ２点目、３点目の質問に対するお答えについては、了解という

か理解しているところであります。 

 それで、１点目の社会福祉協議会が行っております訪問ヘルプの関係でございます

が、利用増による増額は７０万円ほどということでありましたが、この補助金の当初予

算額６０８万５,０００円であります。一般会計からの補助金が減額につながったという

ことは、このコロナ禍の状況下において、どちらかというと、特に短期入所とか通所事

業については、新規の利用を抑制したり、ややもすれば、利用を控えてもらうような状

況であったのではないかと思っております。 

 このような中で、この社会福祉協議会の訪問ヘルプ事業につきましては、感染拡大の

防止という厳しい環境の中で、これに携わる職員が利用を増やせたということは、やは

り私どもも評価を与えるべきではないかと、そのように考えております。労苦に感謝申

し上げたいと、そのように考えております。 

 以上です。 

○議長（本田 学君） 暫時休憩します。 

休憩 午後 １時４５分 

再開 午後 １時４５分 

○議長（本田 学君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 丹野保健福祉センター次長。 

○保健福祉センター次長（丹野景広君） 大変ありがたい意見だということでありま

す。社協の方々、ホームヘルプ事業所の方々につきましては、このコロナ禍、一生懸命

やっていただいているということは、そして、議会の皆さんからも評価を頂いていると

いことは非常に嬉しいことだと思っております。 

 以上です。 

○議長（本田 学君） ほかに、３６ページから４３ページ下段までありますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田 学君） 次に、５款労働費４３ページ下段から、６款農林水産業費４９

ページ中段まで。 

 ７番、渡辺議員。 

○７番（渡辺三義君） ページ数、４５ページです。６款の農林水産事業費４目畜産事

業費の１８節負担金補助及び交付金の家畜ふん尿処理施設整備事業について、これ関連

で、２点ほどお伺いしたいと思います。 

 一つ目は、現在のバイオマスプラント工事における農家の参加状況とか、サポート農

家の件数、これについて変わっていないのかどうか。 

 それと、二つ目は、今回のその計画に対する、プラント建設に対する全体の進捗状

況、これは前にちょっと報告頂きましたけれども、もう一度報告していただきたいと思
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います。 

 その２点だけお願いいたします。 

○議長（本田 学君） 今村産業振興課長。 

○産業振興課長（今村保広君） それでは、まず参加農家数及びサポート農家の方の数

でございますが、参加農家数は現在のところ１４件、サポート農家に関しましても８件

というふうに、こちらでは押さえております。 

 進捗状況につきましては、現在でございますが、外構工事の２年目が今年終わりまし

て、外構工事につきましては、本体工事に合わせますので、令和３年、そして令和４年

というふうに、あと２年間かかるというふうに認識しております。 

 あと、貯留槽の工事が令和２年に建設工事が始まりまして、１１月にこちらは竣工し

ております。３基建設が終わっております。本体につきましては、今現在、設計試算中

でございますので、４月以降に入札というような流れと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（本田 学君） ７番、渡辺議員。 

○７番（渡辺三義君） すると、今ちょっと説明を受けた中で、進捗状況で、全般的に

どのぐらい、概算でいいです。 

○議長（本田 学君） 今村産業振興課長。 

○産業振興課長（今村保広君） 総事業費の比率で言うのがいいのか、全体の期間で言

えばいいのかちょっと難しいところでございますが、完成が令和４年の夏から秋にかけ

て試験的に、まずふん尿を受け入れられるのではないかということで考えております。

試験的に受け入れて、正式稼働はその後、順調に発電するのを見極めて、最大限の発電

ができてからの２０年を本格稼働と考えておりますので、それまでには試験的に入れる

のは令和４年の夏、秋以降かと思いますが、詳細はまだ設計書ができておりませんの

で、まだ把握しておりません。 

○７番（渡辺三義君） 分かりました。 

○議長（本田 学君） ほかに。 

 ４番、谷議員。 

○４番（谷 郁司君） ４５ページの畜産業費の関係で、１８節の補助金の関係なので

すけれども、畜産酪農収益強化整備事業に関してなのですけれども、これは昨年も違う

農家にこういう事業が回っているのですけれども。結局この事業そのもの自身が、資料

ナンバー８を見ますと、その他の負担金というのがあるのですけれども、補助金のほか

に３億円なのですけれども。いずれにしましても、昨年から見ると、今回の事業費は多

いという、昨年は５億円でしたけれども、今回は５億８,０００万円。 

 こういう中で、大型経営を目指すという経営主体の補助金というか、そういうのは、

町には直接関係ないお金なのかもしれませんけれども、実態として、今の陸別の搾乳農

家の戸数が、今現在何戸あるのか。令和２年１月から１２月まででよろしいのですけれ
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ども、産乳量が陸別町が幾らであったのか。それから、今回、搾乳ロボットということ

で事業が遂行されるわけなのですけれども、３基、昨年も２基入っているのですけれど

も、陸別町全体で搾乳ロボット、省力化を目指す中で、どれくらいの総台数が今回の３

台を入れて、どれくらいの数になるのか、その辺と。 

 それから、今回入れることによって、農家にどれくらいの頭数、飼養規模、それが搾

乳頭数でもよろしいですから、その辺が分かったら説明願いたいと思いますけれども。 

○議長（本田 学君） 今村産業振興課長。 

○産業振興課長（今村保広君） まず、クラスター事業と言わせていただきますが、こ

ちらの事業につきましては、当初こちらの農家の方は現在５９頭から６０頭ぐらいを飼

養されております。最終目標としまして、令和７年度で２３６頭、これが搾乳牛ベース

でございます。その他育成などは、現在５０頭前後飼養されておりますが、令和７年度

までには百五十数頭までという計画になっております。 

 陸別町全体の乳量でございますが、１から１２ベースで約４万二百、三百ということ

で、農協から確認は取れております。こちらは、前年度より、同じ期間であれば多少多

いのではないかというような見込みとなっております。 

 ロボットの数でございますが、昨年度２台増えまして、昨年度の時点で５軒の農家で

１６台。今年度この計画で３台入れますと、６軒の農家で１９台が町内にあることに

なっております。 

 農家戸数についてでございますが、搾乳農家戸数は１２月現在で４０戸と聞いており

ます。 

 以上でございます。 

○議長（本田 学君） ４番、谷議員。 

○４番（谷 郁司君） 今、質問の順番がちょっと違いますけれども、今、お答え願っ

た４０戸で産乳量が４万トンですよね。４万トンということは、１戸平均すると１,００

０トンという、こういう大規模な中でロボットを入れている人たちが８軒ですかね、今

回ので。そういった中で、ロボットだけが必ずしも、今言った産乳量をしているのでは

ないと思うのですけれども。その辺について、ほかの農家、過去には大きい酪農家を農

協へというような感じで、３戸経営で共同みたいにやったのですけれども。この１戸平

均に、いわゆる１,０００トンという、そういう中での経営主体が今後、こういうことが

続けることが果たして全体的に酪農の戸数、いわゆる４０戸推移していくのかなという

面も、甚だ疑問に思うのですけれども。いずれにしても、この４０戸の中にも今後、搾

乳ロボットを望むというか、大規模というのですか、そういう経営を、クラスター事業

を当てはめていくという戸数なんか、今現在、来年、再来年のことですから分からない

かもしれないですけれども、クラスターとして取り組むのが、もし予測ができたら、そ

の辺の見通しといいますか、１戸平均１,０００トンを維持するために経営を大きくして

いかなければならないと、そういった意味のことで質問したいのですけれども。今後、
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酪農家の経営そのもの自身の見通しを分かれば教えていただきたいのですけれども。 

○議長（本田 学君） 今村産業振興課長。 

○産業振興課長（今村保広君） まず、クラスター事業の今後の見込みでございます

が、現在のところ、これ以降はまだ把握はしておりません。 

 今後の見込みにつきましても、農家数の減少は紛れもない事実でございますが、１戸

１戸の農家を大切にするように関係機関、農協や皆様と協力しながら、１戸１戸の農家

も、乳量もそうですし、守っていきたいなとは思っています。 

 以上でございます。 

○議長（本田 学君） ほかに。 

 １番、中村議員。 

○１番（中村佳代子君） ４５ページの畜産産業費１８節負担金補助及び交付金の電気

系統連携工事費負担金についてお伺いいたします。 

 今回、１,４００万円ということで出ていますけれども、資料のナンバー９に令和３年

度分もトータルして出ております。先ほどの副町長の説明で、当初７,４００万円の予算

だということでしたけれども、今回３,１７４万９,８８２円と令和３年度分についても

含めて、とても細かく数字が出ているのですけれども、これは当初より半分以下で抑え

られたということで考えてもよろしいでしょうか。 

○議長（本田 学君） 今村産業振興課長。 

○産業振興課長（今村保広君） ただいまの御質問でございますが、当初に北電から示

された数字は約７,０００万円以上が陸別町にかかりますよというような数字で、こちら

に頂いております。そこから、実際にどんどん積算を積み上げまして、時間をかけて今

回の数字というものになりました。 

 以上でございます。 

○議長（本田 学君） ほかに。 

 ３番久保議員。 

○３番（久保広幸君） ４５ページの先ほど谷議員の質問と同じ内容になりますが、こ

の畜産酪農収益力強化事業２億５,４１０万１,０００円の件でありますが、これは、酪

農経営の大規模化を目指して整備するものでありますが、この施設の整備というのは

淡々と進められるだろうと思っております。 

 ただ、先ほど来出ておりますように、大きな借入れを行うわけでありますから、その

借入れの償還のための生産基盤としては、乳牛を確保するしかないわけでありまして、

現在５９頭のものは、令和７年度には２３６頭まで増えるというふうな計画であろうか

と思います。 

 借入れの償還の据置期間に償還の体制を整える必要があるわけでありまして、こうい

うことの指導は、指導機関でありますＪＡ陸別が対応していくことになると思います

が、一番はやはり飼料の確保と乳牛の導入をどのように進めるかということだと思いま
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す。飼料の確保につきましては、農耕飼料は買えるのですが、粗飼料はやはり労力を

伴って確保しなければならないわけでありますし、乳牛の導入につきましては、現在あ

る優良家畜導入支援事業も使うことになるのだろうとは思いますが、ほかにも支援する

方法があるのか、合わせてお伺いいたします。 

○議長（本田 学君） 今村産業振興課長。 

○産業振興課長（今村保広君） ただいまの御質問でございますが、こちらのほうは、

農協がもちろん計画等、償還についてもいろいろ相談に応じてくみ上げておりますが、

飼料に関しましては、ＴＭＲセンターを利用するということで伺っております。 

 なお、この後、どのような資金を借りるとかということは、本人と農協で協議をして

おります。こちらのほうにも、ただ、その諸条件は、こちらのほうには伝わってはおり

ません。 

 以上でございます。 

○議長（本田 学君） ほかに。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田 学君） ２時１５分まで休憩します。 

休憩 午後 ２時００分 

再開 午後 ２時１５分 

○議長（本田 学君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 次に、７款商工費４９ページ中段から、９款消防費５６ページ上段まで。４９ページ

中段から５６ページ上段まで。 

 １番、中村議員。 

○１番（中村佳代子君） ４９ページの７款商工費２目商工振興費の１８節負担金補助

及び交付金の小規模企業振興事業についてお伺いいたします。 

 この事業ですけれども、１０件のところ１８件の申込があったということで、まだ１

年もたたないうちにかなりの数の利用があったということですけれども、この事業がで

きるのに、該当の事業者も大変喜んでいることと思いますけれども、どのような利用が

あったのか分かる範囲で教えてください。 

○議長（本田 学君） 今村産業振興課長。 

○産業振興課長（今村保広君） こちらの小規模振興事業でございますが、現在１８件

ということになっておりますが、建物の改修並びに業務に使う備品の購入、そういうも

のが主に多かったと認識しております。 

○議長（本田 学君） １番、中村議員。 

○１番（中村佳代子君） それは、改修についてですけれども、店舗のみの改修が多

かったのか、それとも住宅の一部の設備改修もあったかのか、もう一度お聞きいたしま

す。 

○議長（本田 学君） 今村産業振興課長。 
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○産業振興課長（今村保広君） 現在出ている申請などを見ますと、やはり改修につき

ましては、純然たる住宅部分ではなくて、店舗兼住宅のトイレとか洗面所とか、そうい

うような店舗兼のものが多かったと認識しております。 

○議長（本田 学君） ほかに。 

 ４番、谷議員。 

○４番（谷 郁司君） ４９ページの１８節の小規模企業振興事業で、今回２７７万９,

０００円を追加するのですけれども、今までの事業と合わせて、どれくらいの中小企業

が利用されるのか。そして、今後こういうものの事業の中で、今回の新型コロナウイル

ス感染症と合わせて持続化給付金とか、そういうものの実態が分かれば、どれくらい給

付されたのか。 

○議長（本田 学君） 今村産業振興課長。 

○産業振興課長（今村保広君） まず、小規模企業の執行事業でございますが、１８件

というのは、実は工事などが絡むものが結構ありますので、３月末に完成すると、この

年度内に完成するというのが事業要件でございますので、そこまでということで１８

件。その１８件で要する金額が、上限が５０万円でございますので、総額７７７万８,０

００円ほどとなっております。 

 次に、事業継続支援金でございますが、こちらのほうは、ただいままだ申請期間中で

ございまして、現在まで７件出ております。総額で１４５万円が、今のところ確定して

おります。 

 以上でございます。 

○議長（本田 学君） よろしいですか。ほかに。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田 学君） 次に１０款教育費５６ページ上段から、１２款公債費６５ペー

ジまで。ありませんか。 

 ５６ページ上段から６５ページ、最後までですね。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田 学君） 次に、歳出全般について行います。ただし、款を区切っての質

疑は終わりましたので、他の款との関連あるもののみとします。ありませんか。 

 ４番、谷議員。 

○４番（谷 郁司君） 参考までにお聞きしたいのですが、今回、こういった補正で不

用額、令和２年の最終の計画予算だと思うのですけれども、新型コロナウイルス感染症

に関して、総対的に、１２月の定例会のときも聞いたと思うのですけれども、新型コロ

ナウイルス感染症の関係でいろいろイベント等、それほかいろいろな面で、経費節減で

はないと思うのです。本来、使わなければならないお金が使われないで、今回不用額と

いうのが出たのですけれども、大体総額的にどのぐらいの、その新型コロナウイルス感

染症の影響が当町としてあるのかお聞きしたいのですけれども。 
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○議長（本田 学君） 暫時休憩します。 

休憩 午後 ２時２１分 

再開 午後 ２時２５分 

○議長（本田 学君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 早坂副町長。 

○副町長（早坂政志君） 大変申し訳ありません。一つ一つの事業での未執行分につい

ては、現在押さえておりませんので、今度の議会までに整理をさせていただいて、報告

をさせていただきたいと思います。 

 以上であります。 

○議長（本田 学君） ほかに。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田 学君） 以上で、歳出の質疑を終わります。 

 次に、歳入全般について質疑を行います。 

 歳入の事項別明細書は、１２ページから２５ページまでを参照してください。１２

ページから２５ページまでです。歳入全般です。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田 学君） 以上で、歳入についての質疑を終わります。 

 次に、第２条繰越明許、第３条債務負担行為の補正及び第４条地方債の補正について

の質疑を行います。６ページから１１ページまでの第２表から第４表を参照してくださ

い。 

 ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田 学君） 最後に、歳入歳出全般について質疑を行います。ただし、歳入

歳出双方に関連あるものに限定します。ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田 学君） これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田 学君） 討論なしと認め、これで終わります。 

 これから、議案第７号令和２年度陸別町一般会計補正予算（第７号）を採決します。 

 お諮りします。 

 本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田 学君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第７号は。原案のとおり可決されました。 

 これから、議案第８号令和２年度陸別町国民健康保険事業勘定特別会計補正予算（第
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２号）の質疑を行います。 

 第１条、歳入歳出予算の補正全般について行います。 

 事項別明細書は、４ページから８ページまでを参照してください。ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田 学君） これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田 学君） 討論なしと認め、これで終わります。 

 これから、議案第８号令和２年度陸別町国民健康保険事業勘定特別会計補正予算（第

２号）を採決します。 

 お諮りします。 

 本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田 学君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第８号は、原案のとおり可決されました。 

 これから、議案第９号令和２年度陸別町国民健康保険直営診療施設勘定特別会計補正

予算（第５号）の質疑を行います。 

 第１条、歳入歳出予算の補正全般について行います。 

 事項別明細書は、５ページから７ページまでを参照してください。ありませんか。 

 ４番、谷議員。 

○４番（谷 郁司君） ６ページの関係で、１節報酬の関係で、先ほどの説明を聞いて

意味が分からないような気がして、もう一度説明願います。 

 というのは、臨時医師などの報酬が３６２万５,０００円が入ってこないということな

のですけれども、実際上、説明では土日、今のいる先生が対応したのでということなの

ですけれども、先生の、先ほどの医療関係に従事する人、あるいは介護の人たちも含め

て、新型コロナウイルス感染症の関係で、自分たちの労働を、かなり無理してでもやっ

ているという、そういう体制の中で、今回こういって、先生が土日も臨時医師を使わな

いで対応したということについては、その辺については、それなりに先生に対するとい

うか、そういう考え方が生きてくるのではないかなと思うのですけれども。不用にする

ということは、そういう先生たちに、いわゆる超勤というのですか、いわゆる休日借上

げとか、そういうもので利用していくのかなと思って考えていたのですけれども、それ

がされないのかどうか、ちょっとその辺伺いたいと思いますけれども。 

○議長（本田 学君） 丹野国保関寛斎診療所事務長。 

○国保関寛斎診療所事務長（丹野景広君） ただいま、ちょっと誤解があるかもしれま

せんけれども、６ページの一般管理費報酬の臨時医師の報酬が減額になっているのは、

臨時で来ていただく先生の報酬が減ったということで、先ほど副町長からは、新型コロ
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ナウイルス感染症の対策もあり、土日をうちの診療所の医師が対応して、臨時医師を呼

ばないで、うちの医師が対応したということで、臨時医師の分の支払が減ったというこ

とであります。 

 うちの先生方につきましては、通常金曜日を月１回有給を取っているところですけれ

ども、木曜日にお休みを頂くとかということで、調整をして、要は、臨時の先生を予定

より呼ばなかったと、うちの先生がそこの土日を対応したということで減額になってお

ります。 

 以上です。 

○議長（本田 学君） ４番、谷議員。 

○４番（谷 郁司君） 質問の仕方が分からないので、意味を取られなかったと思うの

ですけれども、結局、今の説明からいっても、本来、副町長の説明でも土日を対応。普

通は休んでいるときに、臨時医師を対応するということですよね。だから、それが使わ

れなかったということは、今いる先生たちに無理があるのかなということで質問してい

るので、その辺は、なければないでいいのですけれども。その辺、どうなのですか。 

○議長（本田 学君） 早坂副町長。 

○副町長（早坂政志君） 臨時医師の方は、札幌等から来るということで、新型コロナ

ウイルス感染症の関係で来ていただくのを控えていただきました。 

 それで、うちの先生が、土日で勤務した分については、別の日に休みを取っていただ

いて、対応したということであります。 

 内容につきましては、先ほど丹野国保関寛斎診療所事務長がお答えしましたように、

木曜日、金曜日の連続した休みを取っていただくとか、そういう対応で代替をしたとい

うことであります。 

 以上であります。 

○議長（本田 学君） いいですか。ほかにありますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田 学君） 次に、第２条、債務負担行為について質疑を行います。４ペー

ジの第２表を参照してください。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田 学君） これで質疑を終わります。 

 これから、討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田 学君） 討論なしと認め、これで終わります。 

 これから、議案第９号令和２年度陸別町国民健康保険直営診療施設勘定特別会計補正

予算（第５号）を採決します。 

 お諮りします。 

 本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 
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（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田 学君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第９号は、原案のとおり可決されました。 

 これから、議案第１０号令和２年度陸別町簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）

の質疑を行います。 

 第１条、歳入歳出予算の補正全般について行います。 

 事項別明細書は、５ページから７ページまでを参照してください。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田 学君） 次に、第２条、債務負担行為について質疑を行います。 

 ４ページの第２表を参照してください。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田 学君） これで質疑を終わります。 

 これから、討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田 学君） 討論なしと認め、これで終わります。 

 これから、議案第１０号令和２年度陸別町簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）

を採決します。 

 お諮りします。 

 本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田 学君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第１０号は、原案のとおり可決されました。 

 これから、議案第１１号令和２年度陸別町公共下水道事業特別会計補正予算（第２

号）の質疑を行います。 

 第１条、歳入歳出予算の補正全般について行います。 

 事項別明細書は、５ページから６ページまでを参照してください。ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田 学君） 次に、第２条、債務負担行為についての質疑を行います。 

 ４ページの第２表を参照してください。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田 学君） これで質疑を終わります。 

 これから、討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田 学君） 討論なしと認め、これで終わります。 

 これから、議案第１１号令和２年度陸別町公共下水道事業特別会計補正予算（第２

号）を採決します。 
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 お諮りします。 

 本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田 学君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第１１号は、原案のとおり可決されました。 

 これから、議案第１２号令和２年度陸別町介護保険事業勘定特別会計補正予算（第３

号）の質疑を行います。 

 第１条、歳入歳出予算補正全般について行います。 

 事項別明細書は、４ページから９ページまでを参照してください。ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田 学君） これで質疑を終わります。 

 これから、討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田 学君） 討論なしと認め、これで終わります。 

 これから、議案第１２号令和２年度陸別町介護保険事業勘定特別会計補正予算（第３

号）を採決します。 

 お諮りします。 

 本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田 学君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第１２号は、原案のとおり可決されました。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第１３ 議案第１３号陸別町公の施設に係る指定管理者の指定 

について 

──────────────────────────────────── 

○議長（本田 学君） 日程第１３ 議案第１３号陸別町公の施設に係る指定管理者の

指定についてを議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 野尻町長。 

○町長（野尻秀隆君）〔登壇〕 議案第１３号陸別町公の施設に係る指定管理者の指定

についてですが、地方自治法第２４４条の２第６項の規定によりまして、陸別町公の施

設に係る指定管理者を指定するため、議会の議決を求めるものであります。 

 内容につきましては、産業振興課長に説明させたいと存じますので、御審議のほどよ

ろしくお願い申し上げます。 

○議長（本田 学君） 今村産業振興課長。 

○産業振興課長（今村保広君） それでは、議案第１３号陸別町公の施設に係る指定管



― 55 ― 

理者の指定について御説明申し上げます。議案書５ページを御覧頂きたいと思います。 

 まず１番目、公の施設。 

 （１）鹿山地区公共草地。（２）登良利地区公共草地。（３）作集地区公共草地。

（４）ポントマム畜産センター。（５）殖産地区公共草地。 

 以上の５か所でございます。陸別町公共草地条例に定める全ての公共草地が対象と

なっております。 

 なお、合計の仮面積は、１,２５０.６ヘクタールでございます。 

 ２番目としまして、指定管理者となる団体の名称。 

 住所、陸別町字陸別東２条１丁目１番地。団体名、陸別町農業協同組合。代表者、代

表理事組合長、西岡悦夫であります。 

 指定管理者の選定に当たりましては、陸別町公の施設に係る指定管理者の指定手続に

関する条例に基づいております。今回も、公募によらない指定管理者の公募選定により

行なっておりますが、同条例の第５条第１項第１号の「当該施設の性格、規模及び機能

により公募することが適さないと認められるとき」という条文の適応でございます。令

和３年２月２２日に指定管理者選考委員会を得まして、陸別町農業協同組合を指定管理

者の候補としております。 

 ３番目としまして、指定管理の期間でございますが、令和３年４月１日から令和８年

３月３１日までの５年間としております。 

 現在、平成２８年４月１日から令和３年３月３１日までの指定期間中でございます

が、今回は指定期間の満了に伴う指定でございます。 

 以上で、議案第１３号の説明といたしますが、以後、御質問にお答えしたいと思いま

す。 

 よろしく御審議のほどお願いいたします。 

○議長（本田 学君） これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

 ４番、谷議員。 

○４番（谷 郁司君） 今、５か所あるのですけれども、先ほど総対的に１,２５０ヘク

タールというふうに説明されたのですけれども、一つずつどれぐらいの面積なのか。 

 それと、これは指定管理者ではあるけれども、利用するのは農家だと思うのです。だ

から、その農家が大体、およそでいいですから、鹿山の場合は何軒くらい利用している

のかという、総対的な数字が分かれば、放牧しているところもあると思うのですけれど

も。そういった内容について、この草地の内容について、利用の内容ですね、それを分

かれば説明してほしいのですけれども。 

○議長（本田 学君） 今村産業振興課長。 

○産業振興課長（今村保広君） まず、この公共草地の面積でございますが、順番に、

鹿山地区３６２.９ヘクタール。続きまして、登良利地区９２.７ヘクタール。作集地区

１４１.５ヘクタール。ポントマム畜産センターが６０４.６ヘクタール。殖産地区が４
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８.９ヘクタール。以上の５か所で１２５０.６ヘクタールということになっておりま

す。 

 あと、利用状況でございますが、指定管理しておりますので、ちょっと詳細な数字

は、こちらでは把握はしておりません。それぞれ預託の牧場で使われているものもあれ

ば、採草地として使われているところも、もちろん放牧地として地域と協議しながら指

定管理者が貸し付けている部分もあるといふうに伺っております。 

 以上でございます。 

○議長（本田 学君） ４番、谷議員。 

○４番（谷 郁司君） 今言ったように、利用のことについては、詳細は管理者に任せ

ているということですけれども。事実上、ポントマム畜産センターでは、いわゆる指定

管理者の責にしさない、例えば水道の関係とか、あるいは事務所の関係とか、そういう

ものについては、町のほうで、いわゆる補助金を利用しながらやった事業だと思うので

すけれども。 

 今のこの五つの草地の関係で、そういった、いわゆる附帯施設というのでしょうか、

そういったもの、簡単に言えば、放牧地であれば牧場とか、そういったものの管理も当

然指定団体がするかもしれませんけれども、そういった中での補助事業として取り上げ

なけれならない、草地更新ももちろんやっていはいるけれども、そういった面の総対的

に今後の見通しとして、何か要望的なものが上がっているのかどうか伺いたいと思いま

す。 

○議長（本田 学君） 今村産業振興課長。 

○産業振興課長（今村保広君） 付帯設備としましては、大きなものがポントマム畜産

センターに伴う監視舎、こちらは水道の施設を兼ねております。こちらのほうが大きな

施設でございます。 

 今後の要望につきましては、有利な補助事業なども模索しながら、指定管理者である

農協と協議しながら、具体的には何年に何というふうには決められてはおりません。 

 以上でございます。 

○議長（本田 学君） ４番、谷議員。 

○４番（谷 郁司君） しつこいようですけれども、今後、そういう指定管理者から実

際上、利用料金を頂いて、きちんと採算が取れるというのでしょうか、そういう形なら

いいのですけれども、そうでないものについては、やはり今後要望があった場合につい

ては、きちんと受け入れていく体制はあるのですか、その辺を伺いたいと思います。 

○議長（本田 学君） 今村産業振興課長。 

○産業振興課長（今村保広君） 指定管理者と陸別町でございますが、大規模な修繕な

どは想定外でございますので、そういうもの並びに不測の事態などにつきましては、絶

えず協議をするという場が設けられる予定でございます。 

 以上でございます。 
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○議長（本田 学君） ほかに。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田 学君） これで質疑を終わります。 

 これから、討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田 学君） 討論なしと認め、これで終わります。 

 これから、議案第１３号陸別町公の施設に係る指定管理者の指定についてを採決しま

す。 

 この採決は、起立によって行います。 

 本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（本田 学君） 起立全員です。 

 したがって、議案第１３号は、原案のとおり可決されました。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第１４ 議案第１４号町道路線の廃止 

◎日程第１５ 議案第１５号町道路線の認定 

──────────────────────────────────── 

○議長（本田 学君） 日程第１４ 議案第１４号町道路線の廃止についてから、日程

第１５ 議案第１５号町道路線の認定についてまで、２件を関連あるものして一括議題

とします。 

 なお、質疑は一括質疑とし、討論、採決は議案ごとに行いますので、あらかじめ御了

承お願います。 

 提案理由の説明を求めます。 

 野尻町長。 

○町長（野尻秀隆君）〔登壇〕 議案第１４号町道路線の廃止についてですが、町道路

線の起終点位置を変更するため、当該路線を廃止するものであります。 

 続きまして、議案第１５号町道路線の認定についてですが、町道路線に起終点位置及

び用地の確定に伴いまして、当該路線を町道に認定するものであります。 

 以上、議案第１４号、議案第１５号を一括提案させていただきます。 

 内容につきましては、建設課長に説明させたいと存じますので、御審議のほどよろし

くお願い申し上げます。 

○議長（本田 学君） 清水建設課長。 

○建設課長（清水光明君） それでは、議案集の６ページ、議案第１４号及び１５号に

ついて説明をさせていただきたいと思います。 

 先に、議案資料集のほうの資料ナンバー１４、１５でまず位置関係のほうを説明させ

ていただきたいと思います。 
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 廃止します路線につきまして、資料ナンバー１４。右下のほうに、「新町７号通り」

ということで明記させていただいております。この路線につきましては、昭和６０年の

３月に認定されました路線でして、道道斗満陸別停車場線から集会所のありますところ

までの町道としておりました。 

 この部分については、公園とかもありまして、これまで利用していただいてきたので

すけれども、今回、この団地地区にあります集会所の建替計画等を勘案しまして、この

旧集会所、その以前は新町保育所ということで、建物とグラウンドが大きくこの部分に

あったわけなのですが、今回の計画に伴いまして、集会所の建設で空き地部分を道路を

そのまま延伸して、町道のほう、新町５号通りのほうにぶつけることによりまして、集

会所へのアクセス等の利便性が高まるような形にということで、資料のナンバー１５の

ほうにあります起点の位置は同じようにして道道からなのですけれども、集会所の部分

を横切りまして、既存の町道までの部分を延伸した形での、改めて認定をし直すという

ような形になっております。 

 それでは、議案集のほうに戻りまして、議案のほうを読ませていただきます。 

 議案第１４号町道路線の廃止について。 

 道路法第１０条第１項の規定により次の路線を廃止する。 

 廃止する路線、路線番号１の４５。路線名、新町７号通り。起点、陸別町字陸別西１

線３１３番地の５。終点、陸別町字陸別西１線３１３番地の５。 

 以上であります。 

 続きまして、町道の認定のほうになります。 

 議案第１５号町道路線の認定について。 

 道路法第８条第２項の規定により、次の路線を町道に認定する。 

 認定する路線、路線番号１の８８。路線名、新町７号通り。起点、陸別町字陸別西１

線３１３番地４。終点、陸別町字陸別西１線３１５番地８であります。 

 以後、御質問によってお答えしてまいりたいと思いますので、御審議のほどよろしく

お願いいたします。 

○議長（本田 学君） これから議案第１４号町道路線の廃止についてから、議案第１

５号町道の認定についてまで一括して質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

 ７番、渡辺議員。 

○７番（渡辺三義君） 今回、町道路線の廃止と認定路線ということで、新町７号通り

ですか、これについて２点ほどお伺いいたします。 

 まず、１点目につきましては、この道路延長、起点から終点までどのぐらいあるの

か。 それと、二つ目については、幅員構成、道路の幅員構成、この辺がどのように変

わるのか。その辺お伺いいたします。 

○議長（本田 学君） 清水建設課長。 
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○建設課長（清水光明君） 今回、新たに認定させていただきます町道につきまして

は、道道の部分が起点となりまして、終点の位置が町道の交差点までになりますが、こ

の部分についての全体の延長は、今、１９９.５９メートルになります。 

 また、幅員構成なのですが、今回認定させていただきます路線のうち、既存で道路が

あります部分については、両歩道に２.５メートルの歩道がありまして、車道部７.５

メートル、合わせて１２.５メートルとなっております。 

 また、既存からさらに今回、建設を予定しております部分につきましても、同様の幅

員構成で建設のほうをしていきたいという考えでおります。 

 以上です。 

○議長（本田 学君） ほかに。よろしいですか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田 学君） これで質疑を終わります。 

 これから、議案第１４号の討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田 学君） 討論なしと認め、これで終わります。 

 これから、議案第１４号町道路線の廃止についてを採決します。 

 お諮りします。 

 本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田 学君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第１４号は、原案のとおり可決されました。 

 これから、議案第１５号の討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田 学君） 討論なしと認め、これで終わります。 

 これから、議案第１５号町道路線の認定についてを採決します。 

 お諮りします。 

 本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（本田 学君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第１５号は、原案のとおり可決されました。 

 ３時まで休憩します。 

休憩 午後 ２時５２分 

再開 午後 ２時５９分 

○議長（本田 学君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第１６ 令和３年度町政執行方針・令和３年度教育行政執行方針 
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──────────────────────────────────── 

○議長（本田 学君） 日程第１６ 町長から令和３年度町政執行方針の申出がありま

すので、これを許します。 

 野尻町長。 

○町長（野尻秀隆君）〔登壇〕 令和３年陸別町議会３月定例会の開会に当たり、町政

執行について私の所信と諸施策の一端を申し上げ、町議会議員の皆さん並びに町民の皆

さんに町政全般への御理解と御協力をお願い申し上げます。 

 令和２年度は、新型コロナウイルス感染症が世界中で猛威をふるい、人々の生活や経

済に大きな打撃を与え、依然として厳しい状況が続いております。 

 このような状況下において、政府は、国民の命と暮らしを守る安心と希望のための総

合経済対策を閣議決定し、雇用と事業を支えながら新型コロナウイルス感染症の拡大を

防止するとともに、ポストコロナに向けた経済構造の転換、好循環の実現を図り、防

災・減災、国土強靱化の推進など、安全安心の確保を進め、経済体制と財政健全化の両

立を図るとしております。 

 国の令和３年度一般会計予算の規模は、前年度に比較し３兆９,５１７億円、３.８％

増の１０６兆６,０９７億円。そのうち、歳入における税収は６兆６５０億円、９.５％

減の５７兆４,４８０億円で、公債金は１１兆４０８億円、３３.９％増の４３兆５,９７

０億円となり、公債依存度は４０.９％となり、９.２ポイント増となっております。 

 公債金の内訳は、建設公債が６兆３,４１０億円、赤字公債が３７兆２,５６０億円で

あります。 

 また、歳出における国債費は２３兆７,５８８億円。前年度に比較して４,０７２億円

増加し、歳出全体の約２２.３％を占めており、引き続き大変厳しい状況にあります。 

 なお、地方自治体に直接影響のある地方税、地方交付税等の地方一般財源総額につい

ては、６３兆１,４３２億円と前年度と比較して２,８８６億円、０.５％の減となってお

ります。 

 今後、国の財政政策、金融政策、成長戦略が地方経済にとって景気回復の実感が得ら

れる確かなものとなるよう期待するところであります。 

 北海道の令和３年度の一般会計予算案につきましては、総額３兆２,５３０億円であ

り、歳入における納税収入が６.３％減の５,７３３億円、地方交付税は３.６％増の６,

３１０億円、道債は９.１％減の６,０５０億円となっております。 

 国と同様に、非常に厳しい財政状況下での政策展開を行っており、道の実質公債費比

率は全国の都道府県で最も高く推移しているなど、今後においても難しい財政運営が続

くと予想されます。 

 当町におきましては、令和２年度からスタートした第６期陸別町総合計画に掲げまし

た「人と自然が響き合う日本一寒い町りくべつ」の将来像に向かって、着実な政策の取

り組みと計画の達成を実現してまいります。 
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 当町の人口減少、少子高齢化は一段と進んでおり、基幹産業である農業及び林業を初

め、商工業を含めた全産業において深刻の度合いがより一層増している現状にありま

す。 

 人口減少、少子高齢化の課題に対しましては、長期的な視野に立って将来の町のあり

方を見出していく過程におきまして、その対策にあらゆる施策を講じてまいります。 

 国内において、近年大規模な自然災害が多発していることを念頭に置き、引き続き町

民の皆さんが安心して安全に暮らせるよう計画的に施策を推し進めてまいります。 

 一方で、町の財政運営につきましては、実質単年度収支が平成２７年度決算から５年

連続でマイナスとなるなど、大変厳しい状況が続いておりますことから、まちづくりと

財政健全化を両立させるための施策を講じてまいります。 

 いま一度、町議会議員の皆さん並びに町民の皆さん、職員ともども知恵と工夫を出し

合って大胆な発想の転換を図ってまいりますので、御理解と御協力を賜りますよう心よ

りお願い申し上げます。 

 令和３年度の陸別町予算の総額につきましては、６４億３,８７０万円で前年度当初予

算と比較しますと０.０４％、２６４万円の増額。一般会計では、４９億４,５４２万円

で１.０４％減、５,１８２万円の減額となる予算を計上いたしました。 

 地方交付税につきましては、国の地方財政計画等の動向を見極めながら、前年度の予

算と比較して０.４６％を増額した２０億６,７５２万円を計上いたしました。 

 臨時財政対策債につきましては、令和２年度当初予算額と比較し８０.９９％を増額し

た１億１,７１０万円を計上いたしました。 

 また、一般会計におきましては、財政調整基金、減債基金、いきいき産業支援基金や

公共施設等維持管理基金など６億７,２９１万円を取り崩し、地方債は７億７,２１０万

円を借り入れて、収支のバランスを図ったところであります。 

 なお、一般会計、特別会計の前年度当初予算との比較につきましては、次に記載のと

おりとなっております。 

 令和３年度につきましては、前年度に引き続き老朽化した公共施設等の改修や新型コ

ロナウイルス感染症対策に係る必要な予算を計上しております。 

 続きまして、令和３年度当初予算案に計上いたしました主な事業の概要について、項

目ごとに御説明申し上げます。 

 まず、総務費関係であります。 

 町民の皆さんがより利用しやすい地域交通の確保のため、デマンド型乗り合いタク

シー運行事業に取り組みます。事業者や関係機関との協議と十分な町民の皆さんへの周

知を行った上で、令和３年度の途中からとはなりますが、開始したいと考えておりま

す。 

 これにより、これまで運行しているコミュニティーバス事業及び高齢者等交通費助成

事業につきましては、廃止することとし、関係する事業に必要な予算を計上いたしまし
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た。 

 次に、役場庁舎等の改修についてであります。 

 役場庁舎は建築後３０年以上経過し、各設備の老朽化による改修時期を迎えています

が、一度に改修するには多額の費用が必要となりますことから、令和２年度からその優

先度を勘案して計画的に実施していくこととしております。。 

 令和３年度は、災害時に対策本部及び指定緊急避難場所となります役場庁舎及びタウ

ンホールの非常用電源設備とタウンホールのエアコン設置、役場庁舎屋上防水改修、役

場庁舎電話設備の取替えの実施及び役場庁舎換気自動制御等設備更新に関わる実施設計

を行います。 

 全国の多くの皆様から御寄附をいただいておりますふるさと納税についてであります

が、今後も寄附者の善意に対する謝礼として、返礼品に用いる地元の産品などの充実を

図り、ふるさと納税の促進を図ってまいります。また、御寄附の際に一旦御指定されま

した目的基金に積み立て、それぞれの目的に沿って大切に使わせていただきます。 

 次に、移住・交流対策についてであります。 

 新しい事業としまして、ワーケーションモニター事業に取り組みたいと考えておりま

す。首都圏を中心に、テレワークが普及していることに伴い、道外事業を対象としたモ

ニター事業を実施し、参加者からいろいろな御意見を頂きながら、当町のワーケーショ

ン資源の魅力向上と発信、関係人口の創出につなげるものにしていきたいと考えており

ます。 

 移住定住対策では、長期滞在型移住体験住宅３棟、新たな移住者の受け入れのために

移住産業研修センター８戸を確保して、定住促進対策といたしましては、十勝東部森林

管理署所有住宅４戸について、引き続き借り受けることといたしました。 

 平成２９年度から陸別町の定住人口の確保対策として実施しております移住定住促進

住宅建設等補助事業につきましても、継続して実施してまいります。 

 地方創生推進交付金事業につきましては、継続して北海道十勝地域と東京たいとう・

すみだ連携事業と北海道が事業主体となるＵＩＪターン新規就業支援事業に取り組みま

す。 また新たに、十勝総合振興局と十勝管内１７市町村による連携事象となります

「交通モードの利活用により地域の内外をつなぐ交流人口推進事業」に参画いたしま

す。 

 次に、地域活性化の推進についてであります。 

 地域経済の活性化と雇用の創出を図るという難しい課題ではありますが、この課題を

克服すべく引き続き専門員を配置し、新事業の研究や地域ブランドの開発を進めてまい

ります。 

 また、ミネラルウオーター「陸別百恋水」につきましては、令和３年度は新たに１万

５,０００本を製造し、引き続き陸別町のＰＲ強化と町内外での販売強化を図ってまいり

ます。 
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 薬用植物研究事業につきましては、取り組みを始めてから７年が経過し、一定のデー

タが蓄積されてきており、調査研究を継続してまいります。 

 次に、保健福祉関係について申し上げます。 

 地域福祉計画について、成年後見制度利用促進基本計画と一体的となる策定に取り組

んでまいります。 

 新たな事業としまして、生活困窮者自立相談支援事業に取り組んでまいります。ま

た、高齢者や障害者の世帯等に対する冬期間の経済的負担を軽減することを目的とし

て、対象となる世帯１世帯に１万円の商品券を支給する冬期生活支援事業に係る必要な

予算を計上いたしました。 

 将来的に独居の高齢者や障害者等の支えとなる成年後見制度利用支援についても、引

き続き推進してまいります。 

 これからの超高齢化社会、障害者と共生社会においては、社会福祉の向上がまちづく

りの基本でありますので、よりきめ細やかなサービスを目指してまいります。 

 防犯灯のＬＥＤ化につきましては、共栄第一、宇遠別の２８基について設置してまい

ります。 

 次に、子育て支援についてであります。 

 当町では、妊娠期から出産、育児、そしてお子さんが１８歳になるまで切れ目のない

支援を目指し、本年４月に子育て世代包括支援センターを設置いたします。 

 育児に関しましては、保育料の無償化、保育ママ制度、学童保育所、給食費無料化、

子供の医療費の助成によって１８歳までの医療費を無料にするなど、これらの制度につ

きましては引き続き行ってまいります。 

 平成９年に供用開始の陸別保育所は２４年が経過しておりますが、令和３年度につき

ましては、１、２歳児の保育に対応するため、保育所の改修を行うために必要な経費を

計上いたしました。 

 保健事業では、保健指導担当を初め、国保担当や診療所担当の連携によりまして、当

町の特定健診の受診率が令和元年度は７３.４％となりました。これは全道で２位、十勝

では４年連続で１位という記録であります。 

 これからも町民の皆さんに御理解と御協力を頂きながら、引き続き各種検診等の受診

率の向上、生活習慣病予防のみならず疾病の早期発見・早期治療につながるよう努め、

あらゆる機会を利用して健康についての相談や指導を継続して行ってまいります。 

 新型コロナウイルス感染症に関わるワクチンにつきましては、我が国を含め、世界各

国で開発が進められており、国においては、ワクチンの円滑な接種を実施するため、国

の主導的役割、広域的視点、住民に身近な視点から必要な体制の確保に取り組んでいく

こととされており、当町においても、円滑な接種を実施するため、新型コロナウイルス

ワクチン接種に必要な予算を計上いたしました。 

 次に、墓地整備についてであります。 
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 陸別墓地の昭和４９年に整備した１号地のうち、一部の擁壁が土砂による圧力や経年

劣化により、近くのお墓に被害が及ぶ恐れが生じているため、その補修を行います。 

 廃棄物中間処理施設として稼働しております下勲祢別のストックヤードで使用してい

るトラックスケールでありますが、昭和６１年に整備したものであり、老朽化のため、

更新するための予算を計上いたしました。 

 平成１４年に供用開始しました小利別地区専用水道の機器の更新についてであります

が、１９年が経過しており、長寿命化及び防災・減災のため、計装設備の更新に必要な

費用を計上いたしました。なお、この事業は令和２年度から実施しており、２年目とな

ります。 

 次に、労働対策であります。 

 町単独の緊急雇用対策事業及び地元雇用促進事業につきましては、就労環境の安定を

図ることはもとより、全産業において労働力不足が深刻な課題となっていることから、

事業所等における雇用を促進させるためにも、引き続き必要な経費を計上いたしまし

た。 

 次に、基幹産業である農林業についてであります。 

 酪農畜産業は、競争力強化や労働環境の改善を目的とした経営の効率化を図るため

に、大規模化が進められてきました。同時に、十勝の最上流域に位置する陸別町とし

て、豊かな自然環境と共生していく中で、循環型の酪農畜産経営を確立していくことが

大変重要な課題となっています。 

 その手段の一つであるバイオガスプラント建設事業につきましては、令和２年度に着

手し、２年目であります。 

 また、生産性、収益性の向上を図るため、陸別町酪農畜産クラスター協議会へ継続し

て支援をいたします。 

 経営安定のための各種資金利子補給事業、新農業人育成事業などの農業施策及び優良

家畜導入支援事業につきましては、引き続き必要な経費を計上いたしました。 

 道営事業は、負担金事業として行われますが、農業競争力強化基盤整備事業、第２上

陸別地区道営畑地帯総合整備事業、トマム地区農地整備事業、中陸別地区農道整備特別

対策事業に帯する必要な経費を計上いたしました。 

 農畜産物加工研修センター関係であります。 

 鹿肉を活用したしぐれ煮、ジャーキーを初め、低温殺菌牛乳の製造を継続するととも

に、新たな地場産品の研究開発を進めてまいります。 

 次に、林業関係であります。 

 森林環境譲与税事業につきましては、新たに地域山林活性化推進事業を加え、民有林

の森林作業道補修事業や林業担い手対策推進事業、民有林整備事業に対し助成を行いま

す。植林意欲を促すことによって、山林の荒廃を防ぎ将来の豊かな森づくりへの布石に

なると考えております。 
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 町有林管理事業につきましては、森林環境保全整備事業において、団地ごとに計画を

持って植栽、下刈り、間伐、地ごしらえ等を実施するとともに、民有林の振興につきま

しては、民有林造林促進事業並びに未来につなぐ森づくり推進事業に引き続き必要な経

費を計上いたしました。 

 森林の保全対策としまして、小規模治山事業を実施するために必要な予算を計上いた

しました。 

 次に、商工業の振興についてであります。 

 中小企業融資制度預託金、融資制度保証料補給、利子補給事業及び小規模企業等振興

事業につきましては、継続してまいります。 

 商工会が令和３年度も実施するプレミアム商品券発行事業につきましては、引き続き

２０％のプレミアム分を補助することとし、必要な経費を計上しました。 

 また、日産自動車購入助成事業につきましても継続してまいります。 

 観光の事業についてであります。 

 令和２年度に予定されていた第４０回しばれフェスティバルは、コロナ禍の影響によ

り、実行委員会等の苦渋の決断により、中止となりました。令和３年度は、改めて、節

目の第４０回として歴史あるイベントの開催に向け、所要の予算を計上いたしました。

今後も町民の皆さんの御理解と御協力をお願いいたします。 

 また、オフロードレース大会や観光協会が主体となって実施されていますふるさと銀

河線りくべつ鉄道まつりなど各種イベントにつきましては、継続して実施されますこと

を関係団体にお願いするところであります。 

 ふるさと銀河線りくべつ鉄道につきましては、商工会からの要望を踏まえ、旧分線駅

付近の車両庫建設、駅構内の枕木交換などに必要な予算を計上いたしました。 

 次に、銀河の森の振興についてであります。 

 コテージ村管理事業につきましては、地道な広告やネット予約の導入並びに施設の良

好な維持管理が評価されおりますが、引き続き、委託を通して、適切な管理運営を行っ

てまいります。 

 天文台管理事業につきましては、各種イベントの企画や工夫により、これからも多く

の方々に来ていただけるよう努力してまいります。 

 また、総合観測室を通して関係する名古屋大学、北海道大学、北見工業大学、国立環

境研究所、国立極地研究所との社会連携事業により、出前事業などの活動を通して、こ

れからも陸別町の子供たちが自然科学に触れ合う機会をつくってまいります。 

 消費者対策につきましては、月２回の消費生活相談窓口を開設し、相談業務を実施し

ているところであります。消費生活専門相談員には、相談業務のほか、広報紙による消

費者問題の事例紹介など啓発を行っていただいております。これからも消費生活専門相

談員と緊密に連携をとり、消費者問題に対応してまいります。 

 次に、道路網の整備についてであります。 
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 十勝オホーツク自動車道は、小利別から陸別までの工事が行われておりますが、現時

点でも開通時期は明らかになっておりません。陸別・小利別間の早期完成といまだに工

事が凍結されている陸別・足寄間の凍結解除に向け、引き続き強く要望してまいりま

す。 

 主要道道津別陸別線の線形改良工事等につきましては、なかなか進捗していない状況

でありますが、道に対して下陸別、中陸別地区の着工と本路線の早期完成に向けて、引

き続き要請活動を行ってまいります。 

 町道整備についてであります。 

 町道新町７号通りの改良舗装、町道トマム川沿線の舗装、町道宮下本通り及び町道東

１条仲通りの歩道改良工事などに係る経費を計上いたしました。 

 町道にかかる橋りょうにつきましては、共和橋の補修工事と下陸別橋の調査設計を実

施いたします。また、橋りょう長寿命化計画に基づき、橋りょう点検に必用な経費を計

上いたしました。 

 街路灯のＬＥＤ化につきましては、東１条仲通りの街路灯１２基について設置してま

いります。 

 次に、河川管理についてであります。 

 当町が管理する普通河川一間川河道整備などに必要な経費を計上いたしました。 

 次に、住宅整備についてであります。 

 町営住宅改修事業につきましては、元町団地の住宅８戸の給湯器更新。町営住宅住宅

用火災警報器１５８戸、２９２台の更新。第２新町団地外の構内灯のＬＥＤ化工事を実

施いたします。 

 町営住宅整備事業につきましては、新町交流館の建設、外構工事、新町団地Ｚ・あ棟

２棟８戸の解体、第一若葉団地の２棟１２戸の屋根塗装工事、新町団地Ｓ・Ｔ棟の実施

設計業務を実施いたします。 

 消防関係につきましては、消防庁舎ボイラー室機器の改修でありますが、平成３０年

にボイラーを更新しており、令和３年度におきましては、配管、バルブなどの設備を改

修するための必用な経費を計上いたしました。 

 教育関係につきましては、教育委員会の意向に基づき、必要な経費を予算計上してお

ります。 

 教員住宅につきましては、計画的に建替えを進めておりますが、昭和５４年に建設し

た教員住宅１棟１戸の建替えにに伴う解体及び建設、外溝工事に係る必要な経費を計上

いたしました。 

 英語指導助手招へい事業につきましては、生きた英語を子供たちに伝えることや国際

交流事業のさらなる充実を図るため、引き続き所要の経費を計上いたしました。 

 子育て支援の一環としまして、小学校、中学校の修学旅行費用の一部助成や陸別町奨

学資金貸付、学校給食費子育て支援事業は、小学生及び中学生の給食補助につきまして
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引き続き実施してまいります。 

 次に、国民健康保険事業について申し上げます。 

 国民健康保険の運営につきましては、北海道が財政運営の主体となって４年目となり

ます。北海道全体の医療費は、今後伸びると予想されておりますが、安定的な財政運営

を持続していくためには、それぞれの市町村において医療費を抑制する努力を継続して

いかなければなりません。 

 健康診断の受診率を高めることで、疾病の早期発見・早期治療につながり、結果とし

て医療費の抑制が図られることになりますので、特定健康診査等の事業について、引き

続き所要の予算を計上いたしました。 

 次に、診療所の運営関係について申し上げます。 

 国民健康保険関寛斎診療所の運営につきましては、町内唯一の医療機関として町民の

皆さんの命を守るという大切な使命を帯びた施設でありますので、今後とも関係職員と

対話を重ね、一体となって収支改善とともに安定した医療体制の確立維持に努めてまい

ります。 

 次に、簡易水道事業及び公共下水道事業関係について申し上げます。 

 簡易水道事業につきましては、令和２年度に引き続きトマム地区の減圧弁室に水道

メーターを設置して、系統ごとの配水流量の適切な管理を図ってまいります。 

 町道宮下本通りと町道新町７号通りの道路整備に伴う配水管新設、布設替え工事に必

要な経費を計上いたしました。 

 下水道事業につきましては、平成９年度から供用を開始しており、水洗化率は令和元

年度末で９１.８％になっております。また、令和元年度に策定いたしました下水道ス

トックマネジメント基本計画に基づき、下水道施設の長寿命化を図るため、陸別浄化セ

ンターの電気設備の更新に係る所要の予算を計上いたしました。 

 介護保険事業、後期高齢者医療関係につきましても、所要の予算を計上いたしまし

た。 

 以上が、令和３年度の町政執行に臨む所信と主な施策並びに予算であります。 

 なお、令和３年度から令和５年度までの３年間の第８期高齢者保健福祉計画、介護保

険事業計画及び第１期障がい者基本計画、第６期障がい福祉計画、第２期障がい児福祉

計画の策定について、今議会に提案させていただきますが、いずれの計画も中長期的な

視点から施策の展開を見据えて、高齢者が住み慣れた地域で安心に、障がいのある方も

より生き生きと暮らしていくために、今後、これらの計画の着実な取組が図られるよう

努めてまいります。 

 また、第６期総合計画に基づき、ポストコロナを見据えながら、着実に歩みを進めて

まいります。 

 また、国際情勢や国内情勢の変化にも柔軟に対応すべく、計画の細部につきましては

必要に応じて見直しも行ってまいります。 
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 これから先の人口減少や高齢化に加え、公共施設等の老朽化対策などの課題もありま

すが、安心・安全なまちづくりと持続可能なよりよいまちづくりに主眼を置き、町民の

皆さんと一緒になって第６期総合計画のテーマであります「人と自然が響きあう日本一

寒い町りくべつ」の将来像を抱きながら努力していく所存であります。 

 議会並びに町民の皆さんの一層の御理解と御協力を心からお願い申し上げまして、令

和３年度の町政執行方針といたします。 

○議長（本田 学君） 次に、教育長から令和３年度教育行政執行方針の申し出があり

ますので、これを許します。 

 有田教育長。 

○教育長（有田勝彦君）〔登壇〕 令和３年陸別町議会３月定例会の開会に当たり、教

育行政の基本的な考え方と主要な方針について申し上げます。 

 昨年は、新型コロナウイルス感染症の猛威により、新学期スタート早々、長期間にわ

たる臨時休業を余儀なくされ、学校関係者の皆様には多大な御負担をおかけいたしまし

た。現在も、コロナ禍の影響は大きく、日々徹底した感染症対策を行いながら、教育活

動に取り組んでおります。 

 令和３年度から小学校に加え、中学校においても新学習指導要領が全面実施となりま

す。その前文には、「社会に開かれた教育課程」の実現のため、「社会や世界の状況を

幅広く視野に入れ、よりよい学校教育を通じて、よりより社会を創るという目標を持

ち、教育課程を介して、その目標を社会と共有していくこと」と記されています。 

 この理念を実現するため、「陸別の子は陸別で育てる」を主眼として、町ぐるみで育

む活動につなげ、学校・家庭・地域・行政が一体となって、子供たちの成長を共に担う

とともに、新生活スタイルに沿った町民誰もが学びを生かす地域社会の充実、そして、

本町の恵まれた豊かな自然、地域資源を生かした教育行政の推進に努めてまいります。 

 第１に、学校教育の推進であります。 

 学校教育につきましては、社会で生きる力の育成、豊かな人間性と健やかな体の育

成、学びをつなぐ学校づくりの実現、学びを支える家庭・地域との連携・協働を柱と

し、本町の特性を生かした地域とともに学校づくりに取り組んでまいります。 

 社会で生きる力の育成であります。 

 学校全体で教育の質を向上させ、持続可能な社会の創り手となるよう取り組んでまい

ります。 

 全国学力・学習状況調査などの活用・分析、英語指導助手等による小中学校の英語

力、コミュニケーション能力を高める取組、特別支援教育における組織的、継続的な支

援の充実に努めてまいります。 

 現在、ＧＩＧＡスクール構想として、学びの実現に必要な学校ＩＣＴ環境の整備を進

めており、児童生徒１人に１台のタブレットなどの情報通信端末機器が配備されること

となりましたので、デジタル教科書の一部導入など、ＩＣＴを効果的に活用した授業実
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践の普及に努めてまいります。 

 また、保護者負担軽減のため、修学旅行費の一部助成と奨学資金の貸付について、継

続して取り組んでまいります。 

 豊かな人間性と健やかな体の育成であります。 

 道徳科、ふるさと科、土曜授業や読書活動などを通じて、時代を担う心優しき社会の

リーダーの育成に努め、ふるさとへの誇りや愛着、思いやりの心など豊かな教養に基づ

く、社会に貢献する力を育んでまいります。 

 全国体力・運動能力、運動習慣等調査との活用や分析により、小中連携による体力向

上、健康教育の充実に取り組んでまいります。 

 また、新型コロナウイルス、インフルエンザなどに対する予防、感染症対策及びフッ

化物洗口の実施につきましては、家庭や地域と連携した健康的な生活習慣の確立と健康

面に対する正しい知識など、周知徹底に努めるとともに、新しい生活様式の下で取組を

推進してまいります。 

 次に、学びをつなぐ学校づくりの実現であります。 

 小中一貫教育の取組により、学力の定着、豊かな人間性と社会性の育成、９年間を見

通した一貫性・継続性のある指導、ふるさと教育の充実など、目指す子供の姿を共有

し、推進してまいります。 

 中学校から小学校への乗り入れ授業につきましては、外国語科、体育科、音楽科など

の指導者に高度な知識、技能が求められる教科について、有効な方策として考えられま

すので、取組の充実に向けて進めてまいります。 

 また、保育所園児が、小学校入学へとスムーズにつながるよう、交流や参観を実施し

て、小学校と保育所の連携の充実に努めてまいります。 

 信頼される学校づくりにつきましては、教職員の服務規律の保持徹底、飲酒運転や体

罰、わいせつ行為の根絶など不祥事の未然防止について、毎月定例で開催しています校

長教頭会議において、指導の徹底に努めてまいります。 

 信頼される教員になるために、学校長の経営方針に基づき、学びを止めないという創

意工夫ある取組へとつなげ、個々の授業力の向上を図るとともに、校内、関係機関等に

おける研究活動の充実、研修講座等への参加、教育局指導主事の指導を受けながら、

日々研さんして取り組んでまいります。 

 教職員の長時間労働を改善するため、学校における働き方改革陸別町推進プランに基

づき、学校閉庁日や部活動休養日の取組など、施策の効果検証とその改善を図りなが

ら、着実に進めてまいります。 

 学びを支える家庭・地域との連携協働であります。 

 子供たちが様々な人々と関わり、多様な経験を重ねながらたくましく成長していくた

めには、学校教育だけではなく、家庭や地域と連携する必要があります。 

 昨今では、いじめやネットトラブル、不登校など、様々な課題がありますが、その解
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決を図っていくためには、学校・家庭・地域・行政との連携を深め、学校全体で未然防

止、早期発見、早期対応に取り組み、子供たちが発するサインを見逃さないためのきめ

細やかな対応が重要であります。家庭学習の習慣化とＳＮＳ、テレビゲームなどに依存

しない、望ましい生活習慣の定着に取り組んでまいります。 

 児童生徒の安全確保につきましては、日頃から登下校時における児童生徒に対する指

導を初めとして、春・冬の通学路の点検や交通安全教室、避難訓練などを開催して、関

係機関と連携した推進体制の構築及び指導の徹底を図ってまいります。 

 また、小学校においては、子供たちを地域の大人の目で見守る校区支援ネットワーク

の取組に対して、市街地の全自治体から御賛同を頂き、情報の共有化と安全確保に努

め、登下校時の街頭指導に御協力をいただいております。 

 第２に社会教育の推進であります。 

 戦後の民主主義教育を目指す大人の学びとしてスタートした日本の社会教育の目的

は、地域課題の解決であり、地域と結びついた学習活動の支援と言われています。町民

がこの地でしか得られない楽しみや体験などを重視した生涯学習に力を注ぐとともに、

子供たちから大人まで楽しむことができる場所、活躍できる場所づくりを推進してまい

ります。 

 令和３年度から第９期陸別町社会教育計画がスタートします。生涯学習活動の充実に

つきましては、町民の自主的な学習活動を支援するとともに、各種講座、ジュニアリー

ダー養成、高齢者教育としての「りくべつことぶき大学」など、参加者の意向を踏ま

え、町民が求めている学習メニューの実施のために、関係機関・関係各課等と連携し

て、ニーズの把握に努め、ホームページや町広報紙、社会教育ニュース「プラザ」など

を通じて、生涯学習に関する情報の提供を行い、学習機会の拡充を図ってまいります。 

 公民館では、図書館司書を配置し、図書室資料の整備や充実に努め、学校図書室の共

有を進め、子供たちが自主的に読書活動を行うことができるよう環境整備を図ってまい

ります。 

 また、町民文化活動の拠点として重要な役割を果たす公民館、タウンホールは、老朽

化が進んでおりますので、設備改修の検討を進めてまいります。 

 中学生等海外研修派遣事業、冒険・体感ｉｎとうきょう派遣事業につきましては、こ

の体験を通して生きる力が身につき、子供たちの成長に大きく寄与してる本町ならでは

の研修事業でありますので、事業の効果検証とその改善を図りながら今後も継続してま

いります。 

 学童保育所につきましては、今後も小学校や保育所と連携しながら、内容の充実に努

めてまいります。 

 文化の振興につきましては、芸術や文化活動への意識を高め、心の豊かさと潤いをも

たらし、活力ある地域づくりの基礎となります。 

 本町では、文化協会加盟団体を中心に文化芸術活動が行われております。人口減少や
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高齢化などにより、活動の縮小や活動内容の固定化など、活動団体を取り巻く環境は厳

しい状況が続いておりますが、質の高い芸術文化の提供を目的としたふるさと劇場やあ

かえぞ文藝社による町民文芸誌「あかえぞ」の発刊など、町民による活発な文化活動が

進められるよう支援してまいります。 

 文化財の保護と活用につきましては、町民の郷土に対する理解と関心を高めるととも

に、地域の歴史や文化、風土を内外に発信する上で大きな役割を担っています。国指定

史跡ユクエピラチャシ跡、町指定文化財や郷土資料など恵まれた環境にありますので、

移動研修や町民見学会、ふるさと科授業などに取り組み、今後も活用を図ってまいりま

す。 

 関寛斎の顕彰活動につきましては、関寛斎資料館などを核として、関寛翁顕彰会によ

る研究や交流が行われており、この先人が残したすばらしい財産を次世代に継承するた

め、町民レベルでの活動が活発に行われていますので、引き続き支援をしてまいりま

す。 

 令和３年度は、第６回寛斎セミナーを帯広市で開催し、普及・交流に取り組むため、

所要の予算を計上いたしました。 

 第３に、スポーツの振興であります。 

 スポーツは、健康の維持・増進や生きがいづくりに役立つだけでなく、住民同士の交

流や地域連帯を深めるため、地域活性化に重要役割を果たしています。 

 健康・体力づくりに対する関心が高まる中、町民のニーズは多様化傾向にあり、生涯

にわたって誰もが、いつでもスポーツに親しむことができるよう求められています。現

在は、ミニバレー、カローリング、フロアーリングなどの軽スポーツを中心に町民の交

流が行われています。 

 しかしながら、人口減少の影響により、スポーツ人口も減少がみられ、さらにはス

ポーツ施設の老朽化が進んでおり、その対策が急務となっております。 

 スポーツ推進員や体育連盟、スポーツ少年団、保健福祉センターとの連携を図りなが

ら、より多くの町民がスポーツを通じて、スポーツや健康づくりに親しめるように、ス

ポーツを楽しむ機会や良好なスポーツ環境を整備するため、スポーツ団体への支援を初

め、陸別町教育施設長寿命化計画に基づき、喫緊の課題でありますスポーツ施設などの

計画的な整備、維持管理を推進してまいります。 

 老朽化の著しい町民水泳プールの改築に向けた調査のため、所要の予算を計上いたし

ました。 

 地域交流、振興が目的の一つであり、地域の世代間交流に大きく貢献している町民ス

ポーツレク大会や、スポーツの集いなどの自治会対抗スポーツも内容を見直しながら継

続してまいります。 

 特に、町民スポーツレク大会につきましては、新型コロナウイルス感染症対策や各自

治会の参加協力など、今後の継続開催に向けて課題の整理に取り組んでまいります。 
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 スポーツ振興基金運用事業につきましては、積立金を充当し、スポーツ少年団及びス

ポーツ団体などの活動における全国、全道大会出場者及び各種審判、指導者講習会など

の助成を継続してまいります。 

 第４に、給食・食育であります。 

 食生活を取り巻く社会環境の変化などに伴い、栄養摂取の偏りや朝食欠食などの食習

慣の乱れ等に起因する肥満や生活習慣病、食物アレルギー等の健康課題が見られるほ

か、食品の安全性の確保や食糧自給率向上、食品ロス削減等の食に関わる課題が見ら

れ、児童生徒が食に関する正しい知識と望ましい食習慣を身につけることができるよう

食育を推進することは重要であります。 

 子供たちには、授業や収穫体験などを通し、食に関する知識や興味を深めるととも

に、食の大切さや感謝の気持ちが育つよう取り組んでまいります。 

 給食の時間における指導は、給食の準備から後片付けまでの一連の指導の中で、正し

い手洗い、配膳方法、食器の並べ方、箸の使い方、食事のマナーなどを習得させてまい

ります。 

 給食センターでは、衛生面に関して、学校給食衛生管理基準で厳しく管理しており、

食物アレルギーを持つ子供たちへの対応の徹底や安全で安心できる給食の提供に取り組

んでまいります。 

 保護者や地域との連携につきましては、主に給食だよりを通じて給食及び食事につい

ての情報提供を行い、理解と協力が得られるよう努めるとともに、年１回ではあります

が、引き続き給食の試食会を実施してまいります。 

 これからも学びを止めない教育活動に専念するため、ＩＣＴの効果的な活用やコロナ

禍における新しい時代の教育活動を見据え、学校・家庭・地域や各関係機関と連携を深

め、職員一丸となって現状に立ち止まらない積極的な教育行政を推進し、町民の付託に

応えるよう努めてまいります。 

 町議会並びに町民の皆様の御理解と御協力をお願い申し上げまして、教育行政執行方

針といたします。 

○議長（本田 学君） 以上で、令和３年度町政執行方針並びに教育行政執行方針を終

わります。 

 なお、本執行方針に係る一般質問の追加は、本日午後５時までに提出してください。 

─────────────────────────────────── 

◎散会宣告 

─────────────────────────────────── 

○議長（本田 学君） 以上で、本日の日程は全て終了しました。 

 本日は、これにて散会します。 

散会 午後 ３時４９分   
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 以上、地方自治法第１２３条第２項の規定により署名する。 
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